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東京工科大学中長期計画　Evolution 2030

学長メッセージ

軽部 征夫

東
京
工
科
大
学
中
長
期
計
画

E
v
o
l
u
t
i
o
n
２
０
３
０

我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
や
環

境
は
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
大

学
に
求
め
ら
れ
る
使
命
も
多
様
化

し
て
い
る
。
大
学
に
は
知
の
創
造

と
継
承
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
発
想
を
持
っ
た
創
造
的
な

人
材
、
自
主
的
で
実
践
的
な
人

材
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

人
材
な
ど
、
多
様
性
に
富
ん
だ
人

材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

１
９
９
２
年
に
は
２
０
５
万
人
で

あ
っ
た
18
歳
人
口
は
、
２
０
３
０

年
で
は
半
減
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
は
改
革

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

東
京
工
科
大
学
は
、
１
９
８
６

年
に
設
立
さ
れ
た
比
較
的
若
い
大

学
で
あ
る
が
、
基
本
理
念
に
「
生

活
の
質
の
向
上
と
技
術
の
発
展
に

貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
」
を

掲
げ
、実
学
主
義
教
育
に
基
づ
き
、

実
践
的
知
識
や
技
術
の
教
育
と
社

会
や
技
術
の
変
化
に
柔
軟
に
適
応

で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
い
、
急

成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
後
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
て
発

展
を
継
続
し
な
け
れ
ば
、
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
大
学
間
競
争
に
生

き
残
れ
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。

そ
こ
で
、２
０
３
０
年
に
向
け
て
、

学
生
に
選
ば
れ
る
大
学
、
地
域
か

ら
期
待
さ
れ
る
大
学
、
産
業
界
か

ら
注
目
さ
れ
る
大
学
に
発
展
す
る

た

め

に

E
v
o
l
u
t
i
o
n

２
０
３
０
と
い
う
中
長
期
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。こ
の
中
長
期
計
画
で
は
、

5
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
大
学
改
革

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
第

1
は
大
学
の
経
営
・
運
営
力
の
向

上
と
発
展
、
第
2
は
教
育
力
強

化
、
第
3
は
研
究
力
強
化
、
第
4

は
グ
ロ
ー
カ
ル
化
促
進
、
第
5
は

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
で
あ
る
。
こ
れ

ら
5
つ
の
目
標
を
中
長
期
で
達
成

す
る
た
め
の
分
科
会
を
設
け
、
計

画
の
実
施
と

P
D
C
A

サ
イ
ク

ル
を
利
用
し
た
点
検
・
評
価
を
行

い
毎
年
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
し
た
。
本
学
の
基
本
理
念
及

び
実
学
主
義
教
育
を
中
核
と
す
る

E
v
o
l
u
t
i
o
n
２
０
３
０

の
計
画
が
実
現
で
き
れ
ば
、
産
業

界
が
要
望
し
て
い
る
主
体
性
、
創

造
力
、
実
行
力
、
論
理
的
思
考
力
、

協
調
性
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）、
社

会
性
、
問
題
や
課
題
設
定
・
解
決

力
の
あ
る
人
材
を
育
成
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

大
学
の
経
営
・
運
営

長
期
計
画
は
２
０
３
０
年
を
最

終
年
度
と
し
、
そ
の
時
点
に
お
い

て
首
都
圏
に
お
け
る
私
立
理
工
系

大
学
の
中
枢
大
学
に
成
長
す
る
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
大
学
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

２
０
３
６
年
に
は
「
東
京
工
科
大

学
」
と
い
う
大
学
の
理
念
が
社
会

で
広
く
認
知
さ
れ
、
特
徴
の
あ
る

大
学
像
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
目
指

す
。
こ
の
よ
う
な
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
具
体
的
な
計
画
を
立

案
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

学
部
の
改
組
、
新
学
部
の
構
想
、

教
員
組
織
や
学
生
支
援
組
織
の
充

実
に
よ
る
教
育
環
境
の
改
善
、
研

究
教
育
の
た
め
の
施
設
、
設
備
の

充
実
な
ど
に
つ
い
て
の
計
画
を
策

定
し
た
。

　教
育
力
強
化

大
学
の
基
本
理
念
の
「
生
活
の

質
の
向
上
と
技
術
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
材
を
育
成
す
る
」
を
踏
ま

え
、
「
実
学
主
義
教
育
」
の
立
場

か
ら
学
生
の
教
育
を
と
ら
え
、
教

育
力
の
強
化
に
よ
り
、
本
学
の
理

念
に
基
づ
い
て
教
育
し
た
有
能
な

人
材
を
社
会
に
輩
出
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
学

の
教
育
力
を
強
化
し
、
学
生
に

と
っ
て
魅
力
の
あ
る
教
育
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
中
長

期
計
画
を
教
育
力
強
化
分
科
会
を

設
け
、
議
論
し
た
。

そ
こ
で
は
、
学
内
に
お
け
る
学

生
及
び
教
職
員
の
教
育
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
的
に
評
価
・
改
善

し
、
経
常
的
に
教
育
力
の
向
上
を

図
る
た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク

ル
を
構
築
す
る
。
本
学
の
「
実
学

主
義
教
育
」
の
理
念
の
実
現
を
目

標
と
し
、
本
学
の
特
色
を
際
立
た

せ
る
教
育
方
法
を
構
築
す
べ
く
、

新
た
な
教
育
方
法
の
導
入
、
評

価
を
行
う
。
多
様
な
背
景
と
様
々

な
能
力
を
持
つ
学
生
に
向
け
て
、

個
人
の
質
保
証
の
た
め
の
十
分

な
出
口
管
理
と
社
会
へ
の
認

知
度
向
上
を
行
う
。
ま
た
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
と
し
た
学
生
が
自
主

的
に
調
べ
て
考
え
る
授
業
を
一

層
深
め
、
個
人
の
創
造
性
を
育

ん
で
い
く
。
な
お
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
目
標
と
す

る
教
育
に
相
応
し
く
な
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

研
究
力
強
化

本
学
の
建
学
の
理
念
に
は
「
先

端
的
研
究
を
介
し
た
教
育
と
そ

の
研
究
成
果
の
社
会
還
元
」
が

謳
わ
れ
て
お
り
、
実
践
的
な
研

究
を
行
い
、
未
来
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
の
持
つ
学
術
分
野

や
人
的
資
源
の
特
徴
を
生
か
し

た
研
究
力
強
化
を
実
施
す
る
体

制
を
構
築
し
、
研
究
力
の
持
続

的
な
向
上
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
研
究
活
動
に
学
生
を

参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
実
学
主

義
を
理
念
と
す
る
本
学
の
教
育

活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
、
学
生

の
創
造
性
を
育
む
た
め
の
一
翼

を
担
っ
て
い
く
。 

そ
の
た
め
に
、
研
究
力
強
化
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分
科
会
を
設
け
、
大
学
の
掲
げ
て

い
る
教
育
方
針
を
踏
ま
え
て
、
研

究
力
強
化
の
方
策
に
つ
い
て
議
論

し
た
。
重
要
度
の
高
い
も
の
、
仕

組
み
の
変
更
等
で
対
応
で
き
る
も

の
や
実
現
の
た
め
に
十
分
な
計
画

を
立
て
る
た
め
の
準
備
期
間
が
必

要
な
も
の
、人
材
確
保
、セ
ン
タ
ー

設
置
な
ど
を
実
行
し
て
い
く
た
め

の
計
画
を
策
定
し
た
。

グ
ロ
ー
カ
ル
化
促
進

グ
ロ
ー
カ
ル
の
定
義
は
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
（
g
l
o
b
a
l
）
と

ロ
ー
カ
ル
（
l
o
c
a
l
）
か
ら

の
造
語
で
、
国
境
を
越
え
た
地
球

規
模
の
視
野
と
、
草
の
根
の
地
域

の
視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

捉
え
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方

（
大
辞
林
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
カ
ル
化
を
進
め
る
た
め
に

は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
学
の

教
育
に
取
り
込
み
、
多
様
性
の
あ

る
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
大
学
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
促
進

の
目
的
は
「
地
球
規
模
で
考
え
、

地
域
で
行
動
す
る
」
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
グ
ロ
ー
カ
ル
の

考
え
方
を
本
学
の
理
念
実
現
に
向

け
て
活
用
す
る
た
め
に
、
そ
の
方

策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
東
京
工
科
大
学
が
、
学
生
に

選
ば
れ
る
大
学
、
地
域
か
ら
期
待

さ
れ
る
大
学
、
卒
業
生
が
産
業
界

で
認
め
ら
れ
、
就
職
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
が
広
が
る
大
学
に

な
る
た
め
の
戦
略
的
な
活
動
計
画

を
策
定
す
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
カ

ル
化
促
進
分
科
会
を
設
け
、
地
域

連
携
推
進
、留
学
生
教
育
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
の
3
つ
の
領
域
に
つ

い
て
議
論
し
た
。 

地
域
連
携
で
は
、
八
王
子
市
や

大
田
区
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の

産
業
界
や
公
的
機
関
と
連
携
し

て
、
学
生
の
教
育
や
研
究
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
本
学
の
理
念
で
あ

る
「
実
社
会
に
役
立
つ
専
門
の
学

理
と
技
術
の
教
育
」を
実
践
す
る
。

海
外
の
学
生
か
ら
留
学
先
と
し
て

選
ば
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
制
度

の
創
出
を
目
指
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
い
う
視
点
か
ら
、
国
際
的
な

連
携
活
動
を
通
し
て
、
生
活
の
質

の
向
上
と
技
術
の
発
展
と
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
熱
意
を
も
っ

て
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
共
同

研
究
に
よ
る
最
先
端
の
研
究
成
果

を
産
業
界
や
未
来
社
会
に
還
元
し

て
い
く
。

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
大
学
の
資

産
と
し
て
位
置
づ
け
、
中
長
期
計

画
を
策
定
し
た
。
本
学
の
ブ
ラ
ン

ド
力
と
は
、
独
自
の
調
査
結
果
か

ら
導
き
出
し
た
「
真
面
目
さ
」「
即

戦
力
」
「
研
究
開
発
」
を
総
合
し

た
も
の
と
し
て
捉
え
、
社
会
変
化

に
対
応
し
た
戦
略
的
か
つ
実
践
的

な
人
材
教

育
を
迅
速
に

行
う
。

義
務
教
育
を
経
て

高
校
教
育
で
育
成
さ
れ

た
学
力
を
、
大
学
教
育
で
更
に

飛
躍
さ
せ
る
た
め
に
本
学
が
貢

献
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、

高
大
接
続
を
重
要
視
し
て
お
り
、

特
に
出
張
講
義
な
ど
を
通
し
て

高
校
生
に
本
学
の
実
学
主
義
教

育
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
の
独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
は

E
v
o
l
u
t
i
o
n
２
０
３
０

の
中
長
期
計
画
を
実
現
さ
せ
、
そ

の
成
果
を
系
統
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
い
て
、
よ
り
戦
略
的
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
今
後
は
受
験
生
、
保
護
者

世
代
に
向
け
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
学
生
が
就
職
す
る
企
業
や

研
究
機
関
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、

全
方
位
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
が
、
東
京

工
科
大
学
が
理
工
系
私
立
大
学

と
し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
る
大
学
に
進
化
す
る
た
め

に
、
「
E
v
o
l
u
t
i
o
n

２
０
３
０
」
と
い
う
中
長
期
計
画

を
立
案
し
た
。
こ
の
計
画
を
遂
行

す
る
に
あ
た
り
、
P
D
C
A

サ

イ
ク
ル
を
活
用
し
て
定
期
的
に
点

検
・
評
価
し
、
目
的
に
向
か
っ
て

邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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東京工科大学の最新トピックスを紹介。

左より、軽部征夫東京工科大学学長、手塚幸樹甲府工業高等学校校長、千葉
茂学校法人片柳学園理事長、前野一夫日本工学院専門学校・日本工学院八王
子専門学校校長

KOUKADAI TOPICS

東
京
工
科
大
学
、
日
本
工
学
院

専
門
学
校
及
び
日
本
工
学
院
八
王

子
専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法

人
片
柳
学
園
は
、
文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
P
H
）」

事
業
の
指
定
校
で
あ
る
、
山
梨
県

立
甲
府
工
業
高
等
学
校
（
山
梨
県

甲
府
市
）
と
、
大
学
及
び
高
等
学

校
と
専
門
学
校
の
教
育
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し

た
。本

学
園
は
東
京
都
内
の
高
等
学

校
と
は
３
校
と
連
携
協
定
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
都
外
の

高
等
学
校
と
連
携
協
定
を
締
結
す

る
の
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
。
本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
の
亀
田
弘
之
教
授
ら
の
研
究

チ
ー
ム
は
、
統
合
失
調
症
な
ど
の

認
知
機
能
障
害
者
の
就
労
支
援
な

ど
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
用
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
J
c
o
r
e
s
（
ジ
ェ
イ
コ

ア
ー
ズ
）」
の
改
訂
版
を
開
発
し
、

２
０
１
９
年
４
月
よ
り
病
院
施
設

な
ど
で
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
J
c
o
r
e
s
」
は
、
同
研

究
チ
ー
ム
が
帝
京
大
学
医
学
部
・

池
淵
恵
美
教
授
ら
と
２
０
１
１
年

に
共
同
開
発
し
た
日
本
初
の
認
知

機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
用

の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
で
、
統
合
失
調

学
園
が
設
置
す
る
大
学
及
び
専
門

学
校
の
授
業
科
目
等
の
履
修
生
や

聴
講
生
と
し
て
同
校
生
徒
の
受
け

入
れ
や
、
本
学
園
教
員
に
よ
る
同

校
へ
の
出
張
講
義
な
ど
、
様
々
な

形
で
教
育
交
流
や
提
携
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
①
本

学
園
設
置
校
の
授
業
科
目
へ
の
科

目
等
履
修
生
と
し
て
の
受
け
入

れ
、
②
各
種
公
開
講
座
へ
の
聴
講

生
と
し
て
の
受
け
入
れ
、
③
教
員

に
よ
る
高
校
へ
の
出
張
講
義
、
④

教
育
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
及
び

交
流
、
⑤
そ
の
他
双
方
が
協
議
し

同
意
し
た
事
項
と
な
り
ま
す
。

症
な
ど
障
害
者
の
就
労
支
援
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
V
C
A
T

－

J
」
注
１

と
し
て
、
デ
イ
ケ
ア
施

設
や
大
学
病
院
で
の
臨
床
現
場
で

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
統
合
失
調

症
で
は
、
注
意
や
記
憶
な
ど
の
認

知
機
能
の
障
害
に
よ
り
日
常
生
活

や
就
業
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
こ
れ
ら
の
改
善
効
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
訂
版
（
V
e
r
2

・

0
）
で
は
、
従
来
の

Ｐ
Ｃ
版

（
W
i
n
d
o
w
s
）

に

加

え
、

タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
i
O
S
、

山梨県立甲府工業高等学校との
教育連携協定を締結

認知機能リハビリテーション専用
ゲームソフト「Jcores」改訂版を開発

A
n
d
o
r
o
i
d
）
に
も
対
応

す
る
ほ
か
、
高
齢
者
向
け
に
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
等
の
操
作
性
を
向
上
さ

せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
病
院
施
設
な
ど
で
の
導
入

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

注 1　VCAT-J（Vocational Cognitive Ability Training by Jcores
ヴィーキャットジェイ）は、専用ゲームソフト「Jcores」によるトレー

ニングを組み入れたリハビリテーションプログラムで、精神障害を持つ
方の就労支援に有効とされている援助付き雇用モデルや、より厳しい原
則を持つ個別就労支援モデルに基づいたものです。同研究会（会長：帝
京大学医学部精神神経科学講座 池淵恵美教 , 副会長：亀田弘之教授）は、
この研究開発や教材・教育手法のノウハウについての共有と普及を行っ
ています。「Jcores」は、この種のソフトウェアとしては日本初のもので
あり、現在日本で最も普及しているものの１つです。
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佐竹敬久秋田県知事（左）　千葉茂片柳学園理事長（右）

学
校
法
人
片
柳
学
園
は
秋
田
県

と
「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
支
援
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

本
協
定
は
、
学
生
へ
の
同
県
内

企
業
の
情
報
提
供
や
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
開
催
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
両
者

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で 

、

Ａ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
を
は
か
る

も
の
で
す
。

Ａ
タ
ー
ン
と
は
、
秋
田
県
に
お

け
る

U
I
J

タ
ー
ン
の
総
称
で

す
。
U

タ
ー
ン
と
は
、
地
方
か

ら
都
市
に
移
住
し
た
人
が
再
び
故

郷
に
戻
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
Ｊ

タ
ー
ン
と
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
故

郷
か
ら
進
学
で
都
会
に
移
住
し
た

後
、
故
郷
に
近
い
地
方
都
市
に
移

住
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
Ｉ

タ
ー
ン
と
は
、
都
市
部
か
ら
出
身

I
n
s
t
a
g
r
a
m
は
４
年
連

続
拡
大
、
女
子
の
８
割
近
く
に

L
I
N
E
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
音
声
通

話
と
も
に
主
流
に

東
京
工
科
大
学
で
は
、
２
０
１
９

年
度
の
新
入
生
１
７
９
５
名
を
対
象

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
利
用
状
況
な
ど
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
２
０
１
９
年
４
月
３

日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。（
男
女

比
：
64
％
・
36
％
）。

地
と
は
違
う
地
方
に
移
住
し
て
働

く
こ
と
を
指
し
ま
す
。

今
回
の
協
定
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。
①
学
生
に
対
す
る
秋
田

県
内
企
業
の
情
報
、
生
活
情
報

等
の
周
知
に
関
す
る
こ
と
。
②
学

内
で
行
う
就
職
相
談
会
や
保
護

者
向
け
就
職
説
明
会
等
、
企
業
情

報
提
供
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す

る
こ
と
。
③
学
生
、
保
護
者
に
対

す
る
Ａ
タ
ー
ン
情
報
提
供
等
に
関

す
る
こ
と
。
④
学
生
の
Ａ
タ
ー
ン

就
職
に
係
る
情
報
交
換
及
び
実
績

把
握
に
関
す
る
こ
と
。
⑤
秋
田
県

内
企
業
へ
の
学
園
・
学
校
情
報
の

周
知
に
関
す
る
こ
と
。
⑥
秋
田
県

内
企
業
等
へ
の
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
参
加
支
援
に
関
す
る
こ

と
。
⑦
そ
の
他
学
生
の
Ａ
タ
ー
ン

就
職
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

こ
の
調
査
は
、
２
０
１
４
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
6
回
目
と

な
り
ま
す
。

L
I
N
E
、
T
w
i
t
t
 
e
r
は

安
定
化
、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
は

女
子
の
8
割
近
く
に
拡
大

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
率
で
は
、
L
I
N
E

が

99
・
0

％
、
T
w
i
t
t
e
r

（
80

・
7
％)

は
こ
こ
数
年
の
安

定
化
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
一

方
、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
（
55

・

2
％
）
は
4
年
連
続
で
拡
大
し
、

女

子

で

は

T
w
i
t
t
e
r

に

秋田県と A ターン就職支援に
関する協定を締結

新入生の「コミュニケーションツール」
利用実態調査を発表

せ
ま
る
77
・
1
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
S
N
O
W
（
25
・
2
%
）

は

2

年
ぶ
り
に
減
少
し
た
も
の

の
女
子
の
約
半
数
（
48
・
1
％
）

が
利
用
、
今
回
選
択
肢
に
加
え

た

T
i
k
T
o
k

は
、
女
子
が

14
・
9
％
で
男
子
（
９
・
３
％
）

の
約
１
・
５
倍
と
な
り
ま
し
た
。

F
a
c
e
b
o
o
k
（
９
・
９
％
）

は
微
減
が
続
い
て
お
り

5

年
間

で
半
減
、１
割
を
下
回
り
ま
し
た
。

L
I
N
E
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
音
声
通

話
手
段
と
も
に
主
流
に

連
絡
手
段
と
し
て
は
L
I
N
E

（
95
・
9
％
）
が
主
流
を
維
持

す

る

一

方
、
4

割

超

だ

っ

た

T
w
i
t
t
e
r
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
８
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
の
33
・
３
％

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
回
か
ら
実

施
し
た
音
声
通
話
手
段
に
関
す
る
調

査
で
は
、L
I
N
E
通
話（
88
・
６
％
）

が
９
割
近
く
に
の
ぼ
り
、
キ
ャ
リ
ア

通
話
（
58
・
４
％
）
を
大
き
く
上
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
の
３
割
が

L
I
N
E
ビ
デ
オ
通
話
を
利
用
し

て
お
り
、
男
子
（
16
・
０
％
）
の
約

２
倍
と
な
り
ま
し
た
。

 Y
o
u
T
u
b
e
利
用
は
ほ

ぼ
全
員
、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
と

A
b
e
m
a
T
V
が
３
割
超
え

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率

で

は
、
Y
o
u
T
u
b
e
（

97
・

２
％
）
が
調
査
開
始
以
来
３
年
連

続
増
と
な
り
、
ほ
ぼ
全
員
に
拡
大
。

微
減
が
続
い
て
い
た
ニ
コ
ニ
コ
動

画
（
39
・
３
％
）
は
２
・
９
ポ
イ
ン

ト
増
。
次
い
で
A
b
e
m
a
T
V

（
32
・
２
％
）
ま
で
が
３
割
を
超
え
、

A
m
a
z
o
n
ビ
デ
オ
（
14
・
５
％
）

な
ど
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
差
を
つ
け
て

い
ま
す
。 

新
入
生
女
子
の
約
半
数
が
入
学
前
に

S
N
S
な
ど
で
連
絡

入
学
前
に
新
入
生
同
士
で

S
N
S
な
ど
で
連
絡
を
取
り
合
っ

た
こ
と
が
「
あ
る
」
の
は
１
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
え
全
体
の
約
４
割
（
39
・

３
％
）。
女
子
（
48
・
３
％
）
が
男

子
（
34
・
２
％
）
を
上
回
り
、
学
部

別
で
は
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
半
数
以
上

（
51
・
７
％
）
で
最
も
高
く
、
工
学

部
（
28
・
４
％
）
が
最
も
低
く
な
り

ま
し
た
。

i
P
h
o
n
e
の
利
用
率
は
引
き
続

き
拡
大

所
有
し
て
い
る
携
帯
電
話
の
種

類
で
は
、i
P
h
o
n
e
（
76
・
０
％
）

が
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
で
調
査
開
始

以
来
５
年
連
続
の
増
加
と
な
り
、
そ

の
他
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
23
・

０
％
）
と
の
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

携
帯
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ン
は
半
数
近
く

が
10
Ｇ
Ｂ
超
え

携
帯
電
話
の
デ
ー
タ
通
信
プ
ラ

ン
に
関
す
る
調
査
で
は
、「〜

５
Ｇ

Ｂ
（
31
・
０
％
）
が
最
多
と
な
っ
た

も
の
の
、「〜

10
Ｇ
Ｂ
」（
22
・
４
％
）、

「〜

20
Ｇ
Ｂ
」（
22
・
５
％
）
お
よ
び
「
そ

れ
以
上
」（
24
・
１
％
）
と
い
っ
た

大
容
量
も
多
く
を
占
め
、
動
画
配
信

の
普
及
な
ど
を
背
景
に
通
信
量
が
拡

大
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
毎
月
の
デ
ー
タ
の
使
い
切
り
に

関
し
て
は
約
６
割
（
58
・
1
%
）
が

「
余
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
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1月 16日(水) 山梨県立甲府工業高等学校との教育連携協定を締結

18日(金) 工学部とモンゴル科学技術大学（モンゴル）がMOUを締結

2月 13日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「創造性教育」を開催

19日(火) メディア学部がキングモンクット工科大学（タイ）とMOUを締結

3月 6日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「IRセンター報告、Moodleの活用事例について」を開催

11日(月) 秋田県と「Aターン就職支援に関する協定」を締結

16日(土) 工学部と浙江工業大学（中国）がMOUを締結

19日(火) 工学部と北京石油化工学院（中国）がMOUを締結

20日(水) 八王子キャンパスで学位記授与式を挙行

4月 4日(木) 蒲田キャンパスで入学式を挙行

9日(火) 一般財団法人ファインセラミックスセンターと包括研究協力協定を締結

10日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）
「2019年度片柳学園運営方針について」、「2019年度大学運営方針について」を開催

5月 8日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「2019年度基本方針について」を開催

6月 5日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「採択される科研費申請のノウハウ」を開催

19日(水) 工学部のコーオプ実習成果発表会を八王子キャンパスで開催

27日(木) 医療保健学部とオタゴ大学医学部（ニュージーランド）が大学間協定を締結

7月 3日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「「実学主義」教育について考える」を開催

主要日誌

東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学

部
で
は
、
聖
学
院
中
学
・
高
等

学
校
（
東
京
都
北
区
）
と
連
携

し
、
S
D
G
s
（
国
連
の
定
め
た

持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
テ
ー

マ
と
し
た
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
S
D
G
s
 
M
e
d
i
a
 
L
a
b
』

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
高
大
接
続

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
同
校
の
中
学
生
と

高
校
生
約
24
名
、
本
学
メ
デ
ィ
ア

学
部
の
学
生
約
15
名
が
参
加
。
中

高
生
の
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と

に
大
学
生
と
協
力
し
な
が
ら
、
６

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
共
同

研
究
を
行
い
ま
す
。

聖
学
院
の
生
徒
は
、
同
校
で

の
授
業
の
ほ
か
全
３
回
程
度
本

学
に
来
校
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

企
画
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
写
真
や
ア
プ

リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
表
現
を
活
用

東
京
工
科
大
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
で
は
、
世

界
１
０
０
カ
国
以
上

で
同
時
開
催
さ
れ
た

ゲ
ー
ム
開
発
イ
ベ
ン

ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー

ム
ジ
ャ
ム
２
０
１
９

（
G
G
J
）」

に

10

年

連
続
で
参
加
し
ま
し

た
。
G
G
J
は
、
ゲ
ー

ム
開
発
の
プ
ロ
か
ら

ア
マ
チ
ュ
ア
、
学
生

ま

で

６

～

８

人

の

チ
ー
ム
を
組
み
、
当
日
発
表
さ
れ

る
世
界
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
丸
２

日
間
（
48
時
間
）
で
ゲ
ー
ム
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
世
界
最
大
の

ゲ
ー
ム
開
発
ハ
ッ
カ
ソ
ン
と
し
て

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
登
録
さ
れ
て

お
り
、
２
０
０
９
年
に
初
開
催
さ

れ
て
以
来
そ
の
規
模
は
年
々
拡
大
、

２
０
１
８
に
は
過
去
最
多
と
な
る

は
１
０
８
カ
国
４
万
２
０
０
０
人

余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
国
内
大
学
と
し
て

初
め
て
２
０
１
０
年
か
ら
連
続
で

学
生
ら
が
ゲ
ー
ム
開
発
や
会
場
運

営
、
ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
に
参
加
し

て
お
り
、
毎
年
１
０
０
名
前
後
が

参
加
す
る
国
内
で
も
最
大
規
模
の

会
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
教
育
の

一
環
と
し
て
、
学
生
が
プ
ロ
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
企
画
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ

た
ゲ
ー
ム
開
発
の
様
々
な
プ
ロ
セ

ス
を
短
期
間
で
体
験
で
き
る
実
学

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
し
た

学
生
の
多
く
が
卒
業
後
も
ゲ
ー
ム

や
関
連
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

SDGs をテーマとした
共同研究プログラムを開始

グローバルゲームジャム
10 年連続運営参加

担当：森川美幸メディア学部講師

担当：飯沼瑞穂メディア学部准教授し
た
作
品
を
制
作
し
ま
す
。
ま

た
、
「
S
D
G
s

学
生
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
と
い
っ
た
各
種
コ
ン

テ
ス
ト
に
共
同
で
参
加
す
る
計
画

で
す
。
本
学
学
生
は
、
メ
デ
ィ
ア

学
部
な
ら
で
は
の
表
現
技
術
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
中
高

生
に
提
案
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
教
育
の
一
環
と
し
て
も
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
学
で
は
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
人
材
育

成
を
目
標
に
掲
げ
、
各
学
部

で

S
D
G
s

を

意

識

し

た

研

究
や
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
工
学
」を
教
育
の
柱
と
す
る
「
工

学
部
」
を
設
置
、
メ
デ
ィ
ア
学
部

で
は
「
問
題
発
見
ス
キ
ル
」
基
礎

演
習
や
社
会
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
で

S
D
G
s

を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
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東京工科大学では、 研究 ・ 教育活動などについて、 教員自らがブログを通して情報を発信しています。 また、 様々な SNS サービス （YouTube、

twitter、 LINE、 Facebook、 Instagram） を通して、 教員・学生の受賞、 学内活動等、 本学の魅力を発信しています。 興味のあるものをぜひご覧ください。

KOUKADAI SNS

デザイン学部 BLOG
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サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
学
生
を
対
象
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催

遠
藤
泰
志
教
授
が
執
筆
し
た
記
事

が
週
刊
ア
エ
ラ
に
掲
載

佐
藤
拓
己
教
授
が
執
筆
し
た
記
事

が
女
性
セ
ブ
ン
に
掲
載

応用生物学部

応
用
生
物
学
部
で
は
６
月
24
日

か
ら
７
月
25
日
の
間
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
高
校
生
、
大
学
生
、
大

学
院
生
24
名
を
対
象
と
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ン
皇
太
子
が

立
ち
上
げ
ら
れ
た

M
i
S
K

財

団
が
主
催
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
り
ま
す
。
本
財
団
は
社
会
の

発
展
や
人
々
の
可
能
性
を
活
か
す

機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
大

学
に
在
籍
中
の
学
生
を
海
外
50
ヵ

国
以
上
の
国
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

酸
化
さ
れ
た
揚
げ
油
や
フ
ラ
イ

食
品
で
は
、
過
酸
化
物
や
カ
ル
ボ

ニ
ル
化
合
物
と
い
っ
た
有
害
な
物

質
が
生
じ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
遠
藤
泰
志
応
用
生
物
学
部

佐
藤
拓
己
応
用
生
物
学
部
教
授

は
、
食
品
と
し
て
摂
取
す
る
ケ
ト

ン
体
の
が
ん
や
認
知
症
に
対
す
る

効
果
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
研
究
で
は
、
塩

濃
度
の
高
い
海
か
ら
分
離
し
た
ハ

ロ
モ
ナ
ス
属
の
バ
ク
テ
リ
ア
が
生

産
す
る
「
ポ
リ
ケ
ト
ン
粉
末
」
に

着
目
し
て
い
ま
す
。
「
ポ
リ
ケ
ト

ン
粉
末
」
は
摂
取
後
、
消
化
管
内

で
分
解
さ
れ
ケ
ト
ン
体
に
変
換
さ

れ
る
た
め
、
が
ん
や
認
知
症
へ
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
研
究

内
容
が
２
０
１
９
年
７
月
４
日
発

売
の
週
刊
誌
「
女
性
セ
ブ
ン
」
に

「
が
ん
に
克
つ
食
事
」
第
９
回
「
ケ

ト
ン
体
で
長
生
き
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

学部・学環・研究科便り

指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

名
古
屋
大
学
、
東
海
大
学
、
東
京

大
学
な
ど
で
も
同
様
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。本

学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
は
最
初
の
週
に
、
横
山
学
部
長

に
よ
る
本
学
の
紹
介
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
、
研
究
室
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
究
室
ツ
ア
ー
で

は
各
研
究
室
の
最
先
端
の
研
究
内

容
を
紹
介
し
ま
し
た
。
研
究
室
見

学
で
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
学
生

か
ら
活
発
な
質
問
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

本
学
部
は
４
つ
の
コ
ー
ス
（
生

命
科
学
・
環
境
、
医
薬
品
、
先
端

食
品
、
先
端
化
粧
品
）
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
研
究
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
し
た
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
学
生
の
専
攻
も

様
々
（
薬
学
、
生
化
学
、
栄
養
学
、

化
学
工
学
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
～
４
週
目
で
は
各
コ
ー
ス

の
研
究
に
関
す
る
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
生
命
科
学
・
環
境
コ
ー
ス

で
は
微
生
物
の
培
養
・
観
察
、
植

物
か
ら
の

D
N
A

の
抽
出
、
医

薬
品
コ
ー
ス
で
は
哺
乳
類
細
胞
の

培
養
、
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
の

組
換
え
生
産
と
構
造
解
析
、
先
端

食
品
コ
ー
ス
で
は
か
ま
ぼ
こ
や
豆

腐
な
ど
の
日
本
伝
統
料
理
の
製
造

方
法
、
先
端
化
粧
品
コ
ー
ス
で
は

肌
の
状
態
の
評
価
方
法
や
肌
に
含

ま
れ
る
過
酸
化
脂
質
測
定
法
な
ど

に
関
す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。非
常
に
優
れ
た
発
表
が
多
く
、

教
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
も
的

確
に
回
答
し
て
お
り
、
様
々
な
実

験
操
作
・
原
理
を
深
く
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
教
員

だ
け
で
な
く
本
学
の
学
部
生
、
大

学
院
生
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
研
究
室
ツ
ア
ー
で
は
学
生

が
自
身
の
研
究
を
英
語
で
紹
介
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

実
験
で
は
一
回
あ
た
り
４
名
の
学

生
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
依
頼
し
、
実
験
指
導
を
す
べ

て
英
語
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
長
期
間
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

学
生
が
滞
在
し
た
の
で
、
学
生
間

の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
、
本
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
学
生
の
た
め
で
な
く
、
本

学
の
学
生
の
国
際
的
な
教
養
を
育

成
す
る
こ
と
に
も
貢
献
し
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

教
授
は
、
こ
れ
ら
有
害
物
質
を
含

む
油
脂
や
フ
ラ
イ
食
品
を
摂
取
し

続
け
る
と
、
免
疫
に
か
か
わ
る
脾

臓
に
障
害
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ

る
こ
と
を
週
刊
ア
エ
ラ
２
０
１
９

年
４
月
29
日
―
５
月
６
日
合
併
号

で
「
酸
化
油
が
免
疫
を
下
げ
る
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
紹
介
し
ま
し

た
。
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コンピュータサイエンス学部

新
し
い　

体
制
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
で
は
、
今
年
度
、
A
I
（
人
工

知
能
）
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
大
規
模
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
定
を
行
っ
た
こ
と
は
、
す
で

に
以
前
の
学
報
で
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。

来
年
度
に
は
、
さ
ら
に
改
革
を

進
め
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ス
制
を

廃
し
、
専
攻
制
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
コ
ー
ス
制
で
は
、
学
部
全

体
と
し
て
入
学
者
を
決
め
、
入
学

後
に
学
生
が
コ
ー
ス
を
選
択
し
、

コ
ー
ス
に
指
定
さ
れ
た
科
目
を
中

心
に
履
修
し
て
い
ま
す
。
指
定
科

目
は
専
門
教
育
科
目
の
一
部
で
、

実
験
・
演
習
科
目
、
卒
業
課
題
は

コ
ー
ス
と
は
関
係
な
く
選
択
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
コ
ー

ス
の
専
門
領
域
を
十
分
に
修
得
し

て
卒
業
す
る
こ
と
に
少
々
の
困
難

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
た
に
専
攻
制
を
導

入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
工

知
能
専
攻
、
先
進
情
報
専
攻
と
い

う
二
つ
の
専
攻
を
設
置
し
、
専
攻

単
位
で
入
学
者
を
決
め
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

一
貫
し
て
専
攻
指
定
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
学
修
す
る
こ
と
で
、
確
実

に
専
門
的
な
力
を
つ
け
て
卒
業
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
今
年
度
か

ら
導
入
の
新
し
い
も
の
を
基
本
的

に
は
踏
襲
す
る
も
の
で
、
１
年
次

で
P
y
t
h
o
n
（
人
工
知
能

分
野
な
ど
で
標
準
的
で
あ
る
と
同

時
に
、
初
心
者
が
学
び
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
）
を
集
中
的

に
学
ぶ
こ
と
、
２
年
次
か
ら
12
科

目
の
コ
ア
専
門
科
目
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
は
、
ど
ち
ら
の
専
攻
で

も
共
通
で
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
能
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
価
値
創
造
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
も
う
少
し
高
い
見
地

か
ら
シ
ス
テ
ム
開
発
の
仕
事
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
２
年
次
後
半
か
ら
は
実
験
科

目
、
演
習
科
目
な
ど
を
各
専
攻
に

設
置
し
ま
す
。
頭
と
手
を
動
か
し

て
専
門
領
域
の
実
践
的
な
知
識
・

能
力
を
修
得
し
、
専
攻
の
専
門
領

域
に
関
連
し
た
教
員
の
研
究
室
で

卒
業
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
専

攻
特
定
の
領
域
に
集
中
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
研
究
に
対
す
る
興

味
関
心
を
持
ち
、
大
学
院
に
進
学

し
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
こ
と

を
希
望
す
る
学
生
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
二
つ
の
専
攻
の
位
置
づ

け
で
す
が
、
人
工
知
能
専
攻
で
は
、

機
械
学
習
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今

年
度
設
置
の
Ａ
Ｉ
コ
ー
ス
の
延
長

線
上
に
あ
り
、
社
会
に
お
け
る

A
I
技
術
者
の
不
足
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
最
近
新
聞
紙
上
で
は
、

A
I
関
連
技
術
者
を
採
用
す
る

た
め
に
高
額
な
初
任
給
を
提
示
す

る
企
業
が
報
じ
ら
れ
、
政
府
も

A
I
技
術
の
基
礎
を
広
く
教
育

す
る
方
策
を
と
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
A
I

コ
ー
ス
、
来
年
度
か
ら
の
人
工
知

能
専
攻
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を

先
取
り
し
た
も
の
で
す
。

一
方
、
先
進
情
報
専
攻
で
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
、I
o
T（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
か

ら
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
創
り
出
し

て
い
く
た
め
に
重
要
な
技
術
で
す
。

以
前
、
学
報
で

S
o
c
i
e
t
y
５
・
０
を
説
明

し
ま
し
た
。
S
o
c
i
e
t
y

５
・
０
を
構
成
す
る
高
度
な
情
報

シ
ス
テ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

や
機
器
に
設
置
さ
れ
た
I
o
T

装
置
か
ら
自
動
的
に
集
約
さ
れ
る

膨
大
な
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
・
サ
イ

エ
ン
ス
や
、
機
械
学
習
で
分
析
・

活
用
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
上
で
実
現
さ

れ
、
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
管
理
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
が
、
来
年
度
設

置
の
人
工
知
能
専
攻
と
先
進

情
報
専
攻
は
、
こ
れ
か
ら
の

S
o
c
i
e
t
y
５
・
０
の
よ
う

な
新
し
い
社
会
の
基
盤
と
な
る
情

報
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
両
輪
と
な

る
技
術
分
野
の
教
育
を
担
う
こ
と

で
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
し
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
在

学
し
て
い
る
学
生
は
、
専
攻
制
で

学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
専
攻
制
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、

特
に
人
工
知
能
分
野
を
中
心
と
し

て
新
し
い
教
員
の
採
用
を
進
め
て

い
る
た
め
、
そ
の
結
果
、
来
年
度

以
降
の
卒
業
課
題
で
選
択
で
き
る

研
究
室
が
大
幅
に
増
え
る
見
込
み

で
、
在
学
生
に
と
っ
て
も
新
た
な

研
究
分
野
に
取
り
組
む
機
会
は
大

き
く
広
が
り
ま
す
。

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
専
攻

制
の
導
入
は
、
産
業
界
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
年

生
に
P
y
t
h
o
n
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
必
修
化
す
る
取
組

み
は
、
日
本
国
内
で
は
先
駆
け

的
な
も
の
で
あ
り
、
日
経
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
（
日
経
B
P
が
発
行

す
る
I
C
T
関
係
者
向
け
の
雑

誌
）
の
取
材
を
受
け
、
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
最
近
の
話
題

ア
イ
デ
ィ
ア
を
カ
タ
チ
に
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
ま
で
を

体
験
す
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」
イ
ベ
ン
ト
を

秋
に
八
王
子
地
域
に
誘
致
、
実
施

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
価
値
創
造
教
育
の

一
貫
で
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
に
あ
た
っ
て
、
八

王
子
市
立
小
学
校
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
・
実
施
の
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
地

元
八
王
子
市
と
連
携
し
た
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新しい体制とカリキュラム
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メディア学部設立 20 周年

メディア学部

メ
デ
ィ
ア
学
部
創
立
20
周
年

令
和
元
年
に
な
り
ま
し
た
が
、

メ
デ
ィ
ア
学
部
は
今
年
４
月
に
設

立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部

は
、
１
９
９
９
年
に
日
本
で
初
め

て
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
を
学

部
・
学
科
名
に
使
い
、
既
存
学
部

の
改
組
で
は
な
く
、
新
規
に
設
立

し
ま
し
た
。

学
部
紹
介
と
し
て
以
下
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。『
東

京
工
科
大
学
の
メ
デ
ィ
ア
学
部

は
、
日
本
で
最
初
に
誕
生
し
、
現

在
も
メ
デ
ィ
ア
を
体
系
的
に
学
べ

る
学
部
と
し
て
数
少
な
い
存
在
で

す
。
多
彩
な
メ
デ
ィ
ア
基
礎
技
術
、

I
C
T

ス
キ
ル
を
確
実
に
修
得

し
た
う
え
で
専
門
性
を
高
め
て
い

く
革
新
的
な
教
育
・
研
究
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
21
世
紀
の
未

来
や
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢

献
で
き
る
、
創
造
性
豊
か
な
人
材

を
育
て
ま
す
。』

メ

デ

ィ

ア

学

部

設

立

の

１
９
９
９
年
以
降
、
「
メ
デ
ィ
ア
」

と
い
う
言
葉
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、

多
く
の
大
学
で
「
メ
デ
ィ
ア
」
学

部
・
学
科
が
作
ら
れ
、
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
２
０
１
９
年
７

月
現
在
で
は
「
メ
デ
ィ
ア
学
科
・

メ
デ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ミ
学
系
の
学

科
を
お
く
日
本
の
大
学
」
は
約

１
０
０
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

多
く
は
、
既
存
の
学
部
学
科
の
名

称
を
変
え
る
改
組
に
よ
っ
て
で
き

ま
し
た
。
既
存
の
各
学
部
学
科
の

専
門
分
野
は
、
情
報
・
社
会
・
デ

ザ
イ
ン
・
芸
術
・
国
際
・
新
聞
・

マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
母
体
に
な
っ
て

学部・学環・研究科便り

い
ま
す
。

本
学
の
メ
デ
ィ
ア
学
部
は
東
京

工
科
大
学
で
す
か
ら
、
理
工
系
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
で
き
る

だ
け
総
合
的
・
横
断
的
に
メ
デ
ィ

ア
を
と
ら
え
た
場
合
に
学
部
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
入
念
な
議

論
と
準
備
を
経
て
１
９
９
９
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
以
来
20
年
間
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
は
一
貫
し
て
次
の
３

領
域
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
捉
え

て
い
ま
す
。
今
現
在
は
各
領
域
に

カ
ッ
コ
内
に
あ
る
３
コ
ー
ス
を
割

り
当
て
て
い
て
、
在
学
中
に
学
生

は
、
表
現
（
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン

ツ
コ
ー
ス
）、
技
術
（
メ
デ
ィ
ア

技
術
コ
ー
ス
）、
環
境
（
メ
デ
ィ

ア
社
会
コ
ー
ス
）
の
い
ず
れ
か
１

つ
を
選
び
ま
す
。

受
験
生
や
企
業
の
方
達
か
ら
よ

く
聞
か
れ
る
質
問
が
「
な
ぜ
３
学

科
で
な
く
、
３
コ
ー
ス
な
の
で
す

か
？
」
で
す
。

こ
れ
は
、
例
え
ば
、
高
校
時
代

に
コ
ン
テ
ン
ツ
創
作
技
術
を
学
び

た
い
学
生
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
創
作

技
術
を
活
か
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
を
制
作
す
る
「
メ
デ
ィ

ア
技
術
コ
ー
ス
」
の
卒
業
研
究
に

取
り
組
ん
だ
後
に
、
I
T

系
企

業
に
就
職
し
た
り
、あ
る
い
は
「
メ

デ
ィ
ア
社
会
コ
ー
ス
」
の
卒
業
研

究
に
取
り
組
ん
だ
後
に
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
企
画
す
る
企
業
に
就
職
す
る

こ
と
も
多
い
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
学

部
生
は
、
在
学
中
の
１
、
２
年
次

の
時
期
は
進
路
を
明
確
に
定
め
る

時
期
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
の
進
展
は
日

進
月
歩
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
A
I
、
I
o
T
、
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は
さ
ら

に
急
速
で
す
。
在
学
中
の
４
年
間

の
内
に
想
像
を
超
え
る
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
が
登
場
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
学
部
設
立
当
初
か
ら
20

年
間
実
施
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習

メ
デ
ィ
ア
学
部
に
入
学
し
て
く

る
学
生
達
が
そ
の
理
由
と
し
て
最

も
多
く
挙
げ
る
理
由
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
在
学
生
や
卒
業
生
に
と
っ

て
も
有
益
な
科
目
と
な
っ
て
い
ま

す
。メ

デ
ィ
ア
学
部
設
立
当
初
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
は
科
目
で
な
く
、

専
門
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
卒
業
研
究

で
な
く
、
入
学
当
初
か
ら
学
べ
る

取
り
組
み
で
し
た
。
そ
の
後
、
そ

の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
学
生
が

増
え
て
き
て
科
目
と
し
て
設
置
し

た
も
の
で
す
。
３
コ
ー
ス
の
教
員

た
ち
が
学
生
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
り
、

将
来
の
企
業
に
お
い
て
役
立
つ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
り
、
様
々
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
を
開
講
し
て

年度 開講科目数 履修者数
2007 54
2009 66
2011 70
2013 84 405
2015 103 528
2017 104 573
2019 122 553

コース 開講科目数 1 年次 ( 人 ) 2 年次 ( 人 ) 3 年次以上 ( 人 ) 合計 ( 人 )

コンテンツ 76 245 146 93 484

技術 39 23 29 7 59

社会 6 0 1 9 10

小計 121 268 176 109 553

学年 学生数 ( 人 ) 履修者数 ( 人 ) プロ演履修率(%)

１年次 325 268 82.5

2 年次 297 172 57.9

3 年次 292 109 37.3

表１　プロジェクト演習の開講科目数・履修者数の変遷

表２　プロジェクト演習のコース別・学年別履修者数

表３　プロジェクト演習の学年別履修率

図１　開講科目数と履修者数の変遷（2007 年以降、前記開講科目）

い
ま
す
。

今
回
こ
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。
２
０
０
７
年
か
ら
の
開

講
科
目
数
お
よ
び
履
修
者
数
の
変

遷
を
調
査
し
て
、
表
１
お
よ
び
図

１
に
示
し
ま
す
。
開
講
科
目
数
は

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
９
年
の

間
に
54
科
目
か
ら
１
２
２
科
目

と
２
・
３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
９

年
の
履
修
者
数
も
１
・
３
倍
に
増

加
し
て
い
て
、
開
講
科
目
の
多
様

化
と
履
修
者
数
も
増
加
し
て
お
り
、

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
応

え
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。

ま
た
２
０
１
９
年
度
前
期
の
学

年
別
履
修
者
数
を
表
２
に
示
し
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
コ
ー

ス
の
開
講
科
目
数
が
76
科
目
と
多

く
、
メ
デ
ィ
ア
技
術
コ
ー
ス
が
39

科
目
、
メ
デ
ィ
ア
社
会
コ
ー
ス
が

６
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

履
修
者
数
は
学
年
進
行
と
と
も
に

専
門
性
の
高
い
科
目
が
増
え
て
い

く
の
で
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、

一
定
の
学
生
は
３
年
次
ま
で
履
修

し
て
専
門
性
を
高
め
て
い
る
こ
と

が
解
り
ま
す
。

最
後
に
、
表
３
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
の
学
年
別
履
修
率
を
示
し

ま
す
。
１
年
次
生
に
お
い
て
は
な

ん
と
82
・
５
％
の
履
修
率
と
、
入

学
当
初
か
ら
専
門
性
を
高
め
た
い

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
こ

と
が
明
確
で
、
開
講
し
て
い
る
教

員
た
ち
に
と
っ
て
も
目
的
を
明
確

に
達
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。今

後
の
メ
デ
ィ
ア
学
部
生
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
。
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工学部
機械工学科 / 電気電子工学科 / 応用化学科

関
東
春
ロ
ボ
コ
ン
で
準
優
勝

N
H
K
学
生
ロ
ボ
コ
ン
２
０
１
９
に

出
場

　

工
学
部
の
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
「
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に

よ
る
先
進
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
N
H
K
学
生
ロ
ボ
コ
ン
へ

の
挑
戦
を
題
材
に
、
１
～
４
年
次

に
渡
る
総
合
的
な
工
学
教
育
を
目

指
し
て
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
」
と

い
う
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
は
、
３
月
21

日
に
高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ

ジ
で
開
催
さ
れ
た
関
東
春
ロ
ボ
コ

ン
に
出
場
し
、
準
優
勝
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
関
東
春
ロ
ボ

コ
ン
は
、
N
H
K

学
生
ロ
ボ
コ

ン
等
に
出
場
す
る
大
学
等
の
新
人

戦
と
し
て
実
施
さ
れ
、
本
学
か
ら

は
２
０
１
８
年
度
に
入
学
し
た
１

年
生
６
名
に
よ
る
チ
ー
ム
で
参
加

し
ま
し
た
。
堅
実
な
動
き
で
予
選

リ
ー
グ
を
２
位
の
成
績
で
突
破
し
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
順
当
に
勝

ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で
は
東
京
大

学
と
対
戦
し
ま
し
た
。
あ
と
一
歩

電
気
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
波
レ
ー
ス
に
２
度
目
の
参
戦

　

昨
年
10
月
に
、
E
V
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
初
め
て
筑
波
レ
ー
ス
に
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
に
活

動
計
画
を
話
し
合
う
中
で
、
今
年

も
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
い
と
い

う
声
が
上
が
り
６
月
９
日
に
開

催
さ
れ
た
「
２
０
１
９
年 

C
Q
 

E
V
ミ
ニ
カ
ー
ト
筑
波
レ
ー
ス
春

大
会
」
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
こ
の
レ
ー
ス
は
C
Q
出
版

とJE
V

R
A

（Ja
p
a
n

 E
le

c
tric

 

V
e
h
ic

le
 A

s
s
o
c
ia

tio
n

）
の
主

催
で
、
鉛
蓄
電
池
２
個
あ
る
い
は

L
i
イ
オ
ン
蓄
電
池
１
個
で
30
分

間
走
り
、
走
行
距
離
を
競
う
エ
コ

デ
ン
レ
ー
ス
で
す
。
昨
年
は
鉛
蓄

電
池
を
使
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
電
気
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
L
i
イ
オ

ン
蓄
電
池
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。４

月
に

L
i

イ
オ
ン
蓄
電
池

を
購
入
し
、
上
級
生
と
新
た
に
加

入
し
た
30
名
以
上
の
１
年
生
と
と

も
に
、
バ
ッ
テ
リ
ー
用
制
御
回
路

と
モ
ー
タ
を
製
作
し
ま
し
た
。
走

行
試
験
は
、
学
生
が
少
な
く
な
る

夕
方
６
時
過
ぎ
に
、
学
内
の
庭
園

や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
周
回
し
て
行

い
ま
し
た
。
試
走
の
結
果
、
L
i

イ
オ
ン
蓄
電
池
に
は
保
護
回
路
が

内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
時
速
26
㎞
以

で
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
る
た
め
の
電
気
二
重
層

キ
ャ
パ
シ
タ
を
並
列
接
続
し
、
時

速
30
㎞
ま
で
の
速
度
ア
ッ
プ
を
実

現
し
ま
し
た
。

順
調
に
発
展
を
続
け
る
コ
ー
オ
プ
教

育
工
学
部
に
お
い
て
コ
ー
オ
プ

教
育
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

て
、ほ
ぼ
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

コ
ー
オ
プ
教
育
は
、
も
の
づ
く

り
、
I
C
T
、
環
境
分
析
等
の
技

術
系
事
業
を
行
う
企
業
に
お
い
て

約
２
ヶ
月
間
、
有
給
で
の
就
業
体

験
を
積
む
こ
と
を
中
心
と
す
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
の
３

年
間
に
、
約

2
6
0

社
の
企
業

で
約

9
0
0

名
の
学
生
が
実
習

を
さ
せ
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
実
習
を
受
け
入
れ
て
下

さ
る
企
業
数
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
業
種
や
規
模
も
多
様
に
な
り

ま
し
た
。
６
月
19
日
に
片
柳
研
究

所
棟
で
開
催
し
た
コ
ー
オ
プ
実
習

の
成
果
発
表
会
に
は
多
様
な
事
業

分
野
に
わ
た
る
70
社
か
ら
95
名
が

来
場
さ
れ
、
実
習
を
行
っ
た
学
生

の
成
長
や
コ
ー
オ
プ
教
育
の
進
展

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
頂
い
て
い

る
こ
と
が
改
め
て
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。今

年
３
月
に
は
、
コ
ー
オ
プ
教

育
を
受
け
た
最
初
の
世
代
で
あ
る

工
学
部
１
期
生
が
本
学
を
卒
業
し

ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
の
学
生
に

と
っ
て
コ
ー
オ
プ
実
習
を
通
じ
て

身
に
つ
け
た
経
験
や
知
識
が
そ
の

後
の
学
修
や
就
職
活
動
に
大
い
に

役
立
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
就

職
し
た
学
生
の
約
１
割
は
、
コ
ー

オ
プ
実
習
受
け
入
れ
企
業
を
就
職

先
と
し
て
選
ん
で
い
ま
す
。
本
学

の
立
地
す
る
多
摩
地
域
を
中
心
と

し
て
、
関
東
一
円
に
は
優
れ
た
技

術
力
を
有
す
る
企
業
が
多
く
立
地

の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め
た
も
の

の
、
惜
し
く
も
敗
戦
し
、
準
優
勝

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
26
日
に
本
学
蒲
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
片
柳
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た

N
H
K

学
生
ロ
ボ

コ
ン
２
０
１
９
に
本
学
の
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
出
場
に

は
書
類
審
査
と
２
回
の
ビ
デ
オ
審

査
に
通
過
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
約
50
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
中
、
最
終
的
に
今
年
の
大

会
に
出
場
で
き
た
の
は
22
チ
ー

ム
で
し
た
。
本
学
の
チ
ー
ム
は

２
０
１
６
年
に
出
場
し
て
以
来
、

４
年
連
続
で
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
の
初
戦
で

は
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
に

勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

二
戦
目
の
早
稲
田
大
学
に
は
敗
れ

て
し
ま
い
、
残
念
な
が
ら
予
選

リ
ー
グ
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

R

は
こ
れ
か

ら
も
、
N
H
K

学
生
ロ
ボ
コ
ン

へ
の
挑
戦
に
よ
る
実
践
的
な
工
学

教
育
に
よ
り
、
高
い
レ
ベ
ル
の
技

術
修
得
と
人
間
力
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

当
日
の
レ
ー
ス
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
で
１
年
生
の
梅
木
君
、
車
体

整
備
と
応
援
に
40
名
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
午
前

中
の
く
じ
引
き
で
出
走
ス
ポ
ッ
ト

は
15
番
に
決
ま
り
ま
し
た
。
午
後

一
番
の
車
検
に
無
事
合
格
し
、
15

番
の
出
走
位
置
に

E
V

を
運
び

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
以
外
が
コ
ー

ス
か
ら
出
る
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

あ
り
、
13
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
の

フ
ラ
ッ
グ
が
振
ら
れ
ま
し
た
。
東

京
工
科
大
学
の
シ
リ
ウ
ス
２
号
も
、

軽
快
に
走
り
出
し
、
１
周
、
２
周

と
応
援
席
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
行

き
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
ト
ッ

プ
８
周
に
対
し
て
４
周
手
前
で
終

わ
り
、
19
チ
ー
ム
中
15
位
で
し
た
。

少
し
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、終
了
後
の
反
省
会
で
「
こ

の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
。
８
月

24
日
（
土
）
の
袖
ヶ
浦
レ
ー
ス
に

参
加
し
、上
位
入
賞
を
目
指
そ
う
」

と
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

し
て
お
り
、
実
習
を
通
じ
て
企
業

に
対
す
る
学
生
の
理
解
が
深
ま

り
、
就
職
に
繫
が
る
こ
と
も
一
つ

の
成
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。大
学
、

企
業
の
双
方
に
と
っ
て

w
i
n

－

w
i
n
の
関
係
の
下
で
、コ
ー

オ
プ
教
育
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
よ
う
、
さ
ら
に
運
営
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。 
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デザイン学部Cumulus（クムルス）の国際会議に参加
宮元三恵准教授が『Best Poster Award』受賞

デザイン学部

２
０
１
９
年
５
月
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

C
u
m
u
l
u
s
（
ク
ム
ル
ス
）

に
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
か
ら
宮
元
三

恵
准
教
授
が
参
加
し
ま
し
た
。

C
u
m
u
l
u
s

は
、

世

界

各
国
の
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
メ

デ
ィ
ア
の
教
育
研
究
機
関
が
参
加

す
る
国
際
連
盟
で
す
。
年
２
回
、

世
界
各
地
で
開
催
す
る
国
際
会
議

の
実
施
を
核
に
、
参
加
し
て
い
る

教
育
研
究
機
関
同
士
が
情
報
交
換

を
行
な
い
な
が
ら
新
た
な
提
携
や

協
働
を
探
る
機
会
や
場
を
提
供
し

て
お
り
、
本
学
で
は
２
０
１
８
年

か
ら
デ
ザ
イ
ン
学
部
と
メ
デ
ィ
ア

学
部
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
国
際
会
議
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
北
部
に
位
置
す
る
北
極
圏

最
大
の
都
市
ロ
バ
ニ
エ
ミ
に
あ
る

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
で
開
催
さ

れ
、
世
界
の
52
の
国
と
地
域
か
ら

過
去
最
多
の
５
０
０
名
を
超
え
る

学部・学環・研究科便り

研
究
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ

と

な

っ

た
「A

ro
u
n
d
 th

e
 

C
a
m

p
fire

- R
e
s
ilie

n
c
e
 a

n
d
 

In
te

llig
e
n
c
e

」
は
、
か
つ
て
こ

の
地
の
先
住
民
が
暖
か
い
火
を
囲

み
な
が
ら
語
り
合
い
、
協
働
し
て

地
域
を
つ
く
っ
て
き
た
歴
史
に
敬

意
を
示
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
の
会

場
で
は
、
基
調
講
演
に
続
い
て
、

事
前
審
査
で
選
ば
れ
た
計
71
点
の

論
文
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
品
が
発
表

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
社
会
や
地
球
環
境
の
た
め
に

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
立
場
か
ら

何
を
発
信
し
て
い
く
の
か
、
そ
し

て
私
た
ち
が
個
人
と
し
て
ま
た
共

同
体
と
し
て
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題
提
起

や
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

宮
元
准
教
授
は
、
空
間
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
介
し
た
地
域

の
回
復
力
と
い
う
視
点
で
、
東
日

本
大
地
震
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
２
０
１
３
年
か
ら
福
島
県
の

幼
稚
園
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
題
材
に
、
創
作
活
動
や
協

働
制
作
を
通
じ
て
地
域
が
再
び

繋
が
っ
て
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
な

い
、
『
B
e
s
t
 
P
o
s
t
e
r
 

A
w
a
r
d
』
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
発
表
に
は
、
自
然
災
害
が
多

発
す
る
地
域
の
研
究
者
か
ら
は
も

ち
ろ
ん
、
高
度
に
情
報
化
す
る
社

会
に
お
い
て
再
び
注
目
さ
れ
る
、

ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
や
そ
の
役

割
と
い
う
観
点
か
ら
も
多
く
の
研

究
者
か
ら
質
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
、
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
の
も
つ

根
元
的
意
味
や
社
会
的
役
割
、
今

後
の
可
能
性
に
関
し
て
多
角
的
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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医
療
保
健
学
部
で
は
、
国
際
的

な
教
養
を
育
む
一
環
と
し
て
、
各

学
科
の
学
生
や
卒
業
生
、
教
員
に

よ
る
職
種
ご
と
の
世
界
的
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
す
る
場
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー

ク 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会
を
前

期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
７
月
２
日
～
４
日
に
実
施
さ

れ
、
多
く
の
学
生
や
教
職
員
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

看
護
学
科
か
ら
は
「
第
６
回
参

加
型
職
場
環
境
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム 

メ
コ
ン
デ
ル
タ
２
０
１
８
」
を

テ
ー
マ
に
ベ
ト
ナ
ム
カ
ン
ト
市
に

医療保健学部
看護学科 / 臨床工学科 / 理学療法学科
作業療法学科 / 臨床検査学科

お
け
る
、
病
院
ナ
ー
ス
に
対
す
る

職
場
環
境
改
善
の
教
育
実
践
の
様

子
、
他
国
と
の
学
生
と
の
交
流
、

美
味
し
い
料
理
な
ど
研
修
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
事

を
学
生
の
目
線
で
伝
え
て
頂
き
ま

し
た
。

臨
床
工
学
学
科
か
ら
は
２
年
生

の
新
保
瑛
璃
夏
は
な
さ
ん
が
「
ク

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学

報
告
」
と
し
て
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド

州
に
あ
る
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
お
け
る
病
院
見
学
を
通

じ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
臨
床

工
学
技
士
の
業
務
内
容
の
違
い

と
、
資
格
制
度
の
違
い
に
つ
い
て

お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も

わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
ご
本
人
の
「
将
来
、

ア
メ
リ
カ
で
働
き
た
い
」
と
い
う

想
い
が
伝
わ
る
お
話
で
し
た
。

臨
床
検
査
学
科
か
ら
は
横
田
恭

子
教
授
が
「
国
際
共
同
研
究
を
通

じ
て
感
じ
た
世
界
」
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
エ
イ
ズ
研
究
を
通
じ
て

訪
問
あ
る
い
は
滞
在
し
た
国
々
で

の
体
験
や
交
流
し
た
人
々
、
海
外

で
暮
ら
し
た
経
験
に
つ
い
て
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。
10
か
国
以
上

の
訪
問
や
国
際
的
な
人
と
の
つ
な

が
り
に
圧
倒
さ
れ
、
多
く
の
刺
激

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
、
下
級
生
の
参
加
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
上

級
生
の
参
加
も
多
く
、
大
変
活
気

の
あ
る
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
保
健
学
部
で
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
タ
ゴ
大
学

（U
n
iv

e
rsity

 o
f O

ta
g
o

）
医
学

部
と
学
部
間
の
協
定
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。
オ
タ
ゴ
大
学
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
最
も
古

く
、
ま
た
医
学
関
連
で
は
世
界

ラ
ン
ク
20
～
30
位
に
入
る
な
ど
、

レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
で
す
。
以

前
よ
り
、
作
業
療
法
学
科
の
友

利
准
教
授
と
オ
タ
ゴ
大
学
のD

r. 

L
e
v
a
c
k

と
の
間
で
目
標
設
定
ア

プ
リ
に
関
す
る
共
同
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
日
本

と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
二
国

間
共
同
研
究
事
業
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
学
部
間
協
定

の
締
結
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し

た
。
６
月
にD

r. L
e
v
a
c
k

、D
r. 

G
ra

in
g
e
r

、D
r. B

e
ll 

ら
が
来
日

さ
れ
、
本
学
教
員
や
臨
床
家
と
の

さ
ら
な
る
共
同
研
究
が
始
ま
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

生
指
導
も
含
め
て
よ
り
協
働
を
深

め
て
い
く
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク 

ラ

ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会
を
開
催

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
タ
ゴ
大
学
と

学
部
間
協
定
を
締
結

国家資格 学科 受験者数 合格者数 合格率 全国平均
*

看護師
看護学科

96 名 96 名 100.0% 89.3%

保健師 20 名 19 名 95.0% 81.8%

理学療法士 理学療法学科 75 名 75 名 100.0% 85.8%

作業療法士 作業療法学科 29 名 28 名 96.6% 71.3%

臨床工学技士 臨床工学科 92 名 75 名 81.5% 77.5%

臨床検査技師 臨床検査学科 61 名 59 名 96.7% 75.2%

＊新卒・既卒の全国平均

平成30年度医療保健学部国家試験合格率について

医療保健学部の新卒者国家試験合格率は以下のとおりです。
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教養学環

学部・学環・研究科便り

教
養
学
環
は
、
講
師
の
方
々
の

ご
協
力
で
、
学
生
た
ち
に
学
び
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
専
門
を

極
め
る
に
は
基
礎
の
積
み
重
ね
が

肝
心
で
す
。
授
業
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
学
生
は
都
合
の

良
い
と
き
に
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、

納
得
が
ゆ
く
ま
で
指
導
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
数
学
か
ら
自
然

科
学
、
語
学
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
術
分
野
で
、
講
師
と
語
り
合
い

な
が
ら
、
思
考
を
磨
き
、
学
び
の

楽
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。
学
ぶ
こ

と
が
楽
し
い
人
は
、
社
会
人
と

な
っ
て
か
ら
も
、
新
し
い
知
識
と

技
術
を
習
得
し
、
柔
軟
に
た
く
ま

し
く
生
き
て
行
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
英
語
担
当
の
前
田
久
美
先
生

は
「
筆
記
試
験
ス
タ
イ
ル
の
点
数

目
的
の
学
修
を
し
て
き
た
学
生
に

と
っ
て
、
本
来
の
「
こ
と
ば
」
の

持
つ
意
味
や
そ
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
で
楽
し
い

学
び
の
ひ
と
と
き
を

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
生
か

せ
た
時
に
感
動
が
あ
る
事
を
発
見

で
き
る
場
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
練
習
で
来
室
し
た
学
生

が
、
箇
条
書
き
の
型
に
は
ま
っ
た

文
章
で
は
人
の
気
持
ち
を
動
か
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
気
づ
い
て
く

れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。」

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
は
、
受
験

勉
強
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
自

分
の
た
め
に
学
ぶ
楽
し
み
を
知
る

場
所
で
も
あ
る
の
で
す
。
無
料
で

す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

教
養
学
環
は
、
各
学
部
と
連
携

し
、
学
生
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。
医
療
保
健

学
部
理
学
療
法
学
科
の
戦
略
的
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
実
践
的
な
英

語
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
５
月

16
日
に
、
４
名
の
カ
ナ
ダ
人
の
大

学
生
と
交
流
し
ま
し
た
。
４
名
の

う
ち
３
名
は
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
の

学
生
た
ち
で
し
た
。
２
年
生
は
、

蒲
田
駅
前
の
商
店
街
と
校
内
を
案

内
し
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
で
対
抗

戦
の
ゲ
ー
ム
を
し
、
最
後
に
一
緒

に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し
た
。
３

年
生
は
、
カ
ナ
ダ
人
の
学
生
た
ち

の
母
校
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
両
国
の
文
化
の

違
い
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
後
、
街
中
に
一

緒
に
買
い
出
し
に
行
き
、
好
き
な

も
の
を
持
ち
寄
っ
て
歓
迎
会
を
行

カ
ナ
ダ
人
の
大
学
生
と
の
交
流
会

２
０
１
８
年
度
末
の
２
月
13
日

か
ら
３
月
13
日
の
１
ヶ
月
間
、
教

養
学
環
の
新
し
い
海
外
プ
ロ
グ
ラ

い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が

目
の
前
に
い
た
の
で
、
恥
ず
か
し

さ
を
振
り
払
い
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
積
極
的
に
英

語
で
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

エ
リ
オ
ッ
ト
君
は
「
日
本
の
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
。
た
だ
歩
い
て

観
光
し
て
い
る
だ
け
で
は
気
づ
か

な
か
っ
た
こ
と
を
、
説
明
し
て
も

ら
え
た
の
で
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

ま
し
た
。
若
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

幸
せ
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

ム
が
実
現
し
ま
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー

山
脈
の
東
側
の
ふ
も
と
に
位
置
す

る
米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
に

お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
の
授

業
と
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
講
義

を
受
け
な
が
ら
、
現
地
の
企
業

や

N
P
O

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
す
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
本
学
か
ら
５
名
（
蒲
田
４
名
、

八
王
子
１
名
）
が
参
加
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
学
校
の
先
生
方

や
他
国
か
ら
の
留
学
生
、
研
修
先

の
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

多
く
の
方
々
と
異
文
化
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
羽
田
で

の
見
送
り
時
に
は
、
学
生
た
ち
は

少
々
不
安
げ
で
し
た
が
、
約
３
週

間
後
に
再
会
し
た
時
は
、
学
生
た

ち
の
表
情
は
穏
や
か
で
充
実
感
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
研
修
先
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
兼
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
講
義
で

は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
、
研
修

先
で
の
活
動
な
ど
の
総
括
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
が

持
つ
社
会
的
・
文
化
的
認
識
に
つ

い
て
、
日
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、

学
生
た
ち
が
自
分
で
考
え
、
意
識

を
高
め
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
単
純
で
い
い
加
減
な

応
答
を
し
て
い
る
と
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
な

ど
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
て
思
考

し
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

体
験
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
学
生

た
ち
の
中
に
は
物
事
を
多
面
的
に
、

し
っ
か
り
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
よ
う

で
す
。

出
発
前
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
ス

カ
イ
プ
面
接
が
あ
り
、
学
生
個

人
の
興
味
や
趣
味
・
性
格
に
関

す
る
情
報
に
基
づ
い
て
研
修
先
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
不
動
産
会

社
ス
タ
ッ
フ
、
大
学
や
高
校
の
日

本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
シ
ス
タ
ン

ト
、
農
業
体
験
を
含
む
「
食
の
砂

漠
（fo

o
d
 d

e
se

rt

）」
地
域
へ
の

支
援
ス
タ
ッ
フ
な
ど
で
す
。
ど
の

職
場
で
も
、
日
本
社
会
や
文
化
な

ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
上
手
に

答
え
ら
れ
な
い
時
に
は
自
ら
の

勉
強
不
足
を
痛
感
し
た
そ
う
で

す
。
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
研

修
先
の
上
司
や
同
僚
が
見
守
る
中

で
、
就
業
体
験
を
通
し
て
学
び
得

た
こ
と
、
現
地
社
会
を
観
察
し
て

気
づ
い
た
こ
と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
体
験
な
ど
に
つ
い
て
、
各
自
10

分
間
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
現

地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
工
科
大
生

は
論
理
的
思
考
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

―
シ
ョ
ン
の
構
成
力
が
優
れ
て
い

る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
時
々
し
っ
か
り
聴
衆
の
笑

い
を
と
る
学
生
た
ち
の
ユ
ー
モ
ア

感
覚
に
感
心
し
、
頼
も
し
く
思
い

ま
し
た
。

今
回
の
視
察
訪
問
で
は
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
学
生
た
ち
の
異
文
化

へ
の
気
づ
き
、
差
異
を
受
け
入
れ

る
こ
と
の
重
要
性
の
認
識
、
思
考

力
の
強
化
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
と
す
る
態

度
の
育
成
に
大
変
有
益
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
結
果

的
に
、
学
生
た
ち
が
自
己
肯
定
感

を
高
め
、
今
後
の
人
生
を
切
り
拓

い
て
い
く
自
信
や
積
極
性
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
現

地
ス
タ
ッ
フ
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
次
回
も
学
生

た
ち
が
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す

蒲田スタッフ写真左から：前田久美先生（英語）、後藤元先生（コンピュータリ
テラシー）、都丸亜希子先生（生物・生化学）、田原義壽先生（物理・電気・機械）、
清水留美子さん（学修支援センター受付）

視
察
訪
問
記　

海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
研
修 
i
n
 
デ
ン
バ
ー
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インダストリークリエイションⅠ
（3D プリンターによる講習のようす）

ビジュアルクリエイションⅠ

（大判プリンターによる制作のようす）

バイオ・情報メディア研究科

工学研究科

デザイン研究科

バイオニクス専攻 /コンピュータサイエンス専攻
メディアサイエンス専攻 /アントレプレナー専攻

東京工科大学　大学院

サステイナブル工学専攻

バイオ・情報メディア研究科

工学研究科
バイオニクス専攻 /コンピュータサイエンス専攻 /メディアサイエンス専攻

サステイナブル工学専攻

デザイン専攻

博
士
前
期
課
程

修
士
課
程

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

博
士
後
期
課
程

修
士
課
程

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

工
学
専
攻
の
使
命

２
０
１
９
年
４
月
に
工
学
研
究

科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究

科
は
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
工
学
部
を
基
礎
学
部
と
し
た
大

学
院
で
す
。
本
研
究
科
の
使
命
は
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
に
か
か
わ

る
高
度
な
人
材
を
育
成
し
世
に
送

り
出
す
こ
と
、
及
び
進
学
し
た
学

生
さ
ん
の
人
生
を
実
り
多
い
も
の

に
し
て
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
す
。

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工

学
専
攻
の
特
徴

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

工
学
専
攻
は
、
新
し
く
芽
吹
い
た

ば
か
り
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学

を
に
な
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
は

持
続
可
能
な
社
会
発
展
に
必
要
な

技
術
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
発
展
を
に
な
う
人
材
に
は
、

狭
い
自
分
の
専
門
に
こ
だ
わ
ら
な

い
、
広
い
視
野
を
持
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
科
で
は
そ

の
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

工
学
部
の
３
学
科
（
機
械
工
学
科
、

電
気
電
子
工
学
科
、応
用
化
学
科
）

か
ら
進
学
し
て
き
た
学
生
の
専
攻

を
細
分
化
せ
ず
に
ひ
と
ま
と
め
に

し
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻

に
お
い
て
、
学
生
を
指
導
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
広
い
視
点
を
学
生

に
獲
得
さ
せ
る
た
め
に
本
専
攻
は

特
徴
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
教
育

の
中
核
を
に
な
う
研
究
指
導
教
育

は
、
も
ち
ろ
ん
各
研
究
室
の
教
員

大学院

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
の
開
設

デ
ザ
イ
ン
学
部
が
開
設
さ
れ
て

10
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
節
目
の

年
に
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
に

大
学
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
が
開
設

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
初

年
度
の
学
生
は
、
学
内
か
ら
の
進

学
者
、
卒
業
生
、
社
会
人
、
留
学

生
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
構
成
と
な

り
ま
し
た
。

現
代
社
会
で
は
デ
ザ
イ
ン
領
域

も
多
様
化
し
、
拡
大
し
続
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
デ
ザ
イ
ン

を
通
し
た
問
題
解
決
能
力
へ
の
期

待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
で
は
、

こ
れ
ま
で
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
教
育

目
標
と
し
て
き
た
「
生
活
の
質
の

向
上
」
と
「
生
活
に
根
ざ
し
た
実

学
」
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
よ
り
先

端
的
な
デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
を
活
用

し
た
高
度
な
職
業
人
と
し
て
の
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
最
大
の
役
割
は
、

生
活
に
夢
を
与
え
る
「
創
造
性
の

創
出
」
に
あ
り
ま
す
。
研
究
科

で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
学
部
で

培
っ
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
力
を
高
度

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
社
会
に
創

造
的
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
学
生

の
研
究
テ
ー
マ
と
内
容
に
あ
わ
せ

て
主
担
当
教
員
を
選
び
、
他
の
専

門
領
域
か
ら
の
担
当
教
員
を
加
え

た
複
数
に
よ
る
指
導
体
制
を
徹
底

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
高
度
で
最

新
の

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
的
な

実
装
を
見
据
え
た
創
造
性
の
高
い

デ
ザ
イ
ン
提
案
が
で
き
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
研
究
企
画
作
成
に
お
い
て
も

論
文
及
び
英
語
指
導
を
含
め
た
担

当
教
員
と
の
綿
密
な
個
人
指
導
を

行
う
な
ど
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
幅
広
く

実
践
的
に
活
躍
で
き
る
次
世
代
の

職
業
人
の
輩
出
を
目
指
す
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

本
研
究
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

学
部
で
の
ス
キ
ル
教
育
と
感
性
教

育
を
基
盤
に
し
て
、
実
社
会
の
問

題
解
決
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
提
案
を

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ス
キ
ル

の
表
現
手
法
を
活
用
し
な
が
ら
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
表
現
で
発
信

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
あ

る
科
目
と
し
て
、『
ビ
ジ
ュ
ア
ル

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
』、『
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
』
と
い
う
２
つ
の
演
習
科

目
で
は
、
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

進
め
て
い
く
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な

る
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
徹
底

し
、
加
え
て
現
代
社
会
が
直
面
し

て
い
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・

０
」
や
「
S
o
c
i
e
t
y
５
・

０
」
を
見
据
え
た
次
世
代
の
た
め

の
創
造
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
演
習
を

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
学
院
で
の
学
修
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
学
ん
で
き
た
デ
ザ
イ
ン
の

専
門
性
を
現
代
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
な
か
で
高
度
に
分
析
し
、
具

体
的
な
提
案
力
に
ま
で
高
め
て
い

工学研究科・デザイン研究科の開設

に
よ
り
行
な
わ
れ
、
高
度
に
専
門

的
な
研
究
を
遂
行
し
ま
す
。
一
方

で
講
義
科
目
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

全
て
の
学
生
に
共
通
の
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
工
学
関
係
の
特
論
の
講
義

を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
は

自
分
の
基
幹
研
究
領
域
だ
け
で
は

な
く
他
の
領
域
の
講
義
も
聴
講
す

る
よ
う
に
講
義
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
講
義
科
目
は

そ
れ
ぞ
れ
の
基
幹
分
野
の
学
生
を

対
象
と
し
た
「
特
論
」
と
他
分
野

の
学
生
に
も
理
解
し
や
す
い
「
概

論
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
応
用
化
学
科
か
ら
進
学
し
た

学
生
は
応
用
化
学
系
の
概
論
や
特

論
に
加
え
て
、
機
械
工
学
や
電
気

電
子
工
学
分
野
の
先
生
の
開
講
す

る
概
論
を
受
講
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
広
い
分
野
の
先
端
知
識
に

触
れ
、
広
い
視
野
を
獲
得
す
る
機

会
を
持
て
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
講

義
科
目
の
設
定
に
よ
り
、
専
攻
の

学
生
を
社
会
の
急
激
な
変
化
に
も

対
応
で
き
る
「
π
型
人
材
」
へ
と

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
就
職
に
お
い
て
も
修
了
後
の
就

職
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
費
に
関
し

て
は
、
入
学
金
の
免
除
や
授
業
料

減
免
制
度
、
T
A
（
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
制
度
や
学
内

推
薦
進
学
者
対
象
の
奨
学
金
等
の

適
用
が
あ
れ
ば
経
済
的
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

の
開
設
に
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
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Campus Scenes
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
門
の

す
ぐ
近
く
に
そ
び
え
る
建
物
。
大

き
く
湾
曲
し
た
ガ
ラ
ス
面
が
特
徴

の
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
は
、
４
５
０

名
を
収
容
す
る
講
義
室
で
日
々
大

学
の
講
義
を
支
え
る
一
方
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
多
岐
に
渡
り

利
用
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ル
内
に
は
、
映
像
ス
タ
ジ

オ
、
編
集
ス
タ
ジ
オ
、
音
声
ス
タ

ジ
オ
を
備
え
、
こ
こ
を
拠
点
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
「
i
n
t
e
b
r
o
」
が

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
下
に
は
、
日

本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
の
自

動
車
整
備
科
が
利
用
す
る
、
車
検

ラ
イ
ン
、
4
W
D
シ
ャ
シ
ダ
イ

ナ
モ
、
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
ベ
ン
チ

な
ど
の
豊
富
な
実
習
場
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。

メディアホール
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学
生
・
教
員
の
受
賞
と
活
動

応
用
生
物
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

メ
デ
ィ
ア
学
部

野
嶽
勇
一
教
授
が
産
学
共
同
研
究
に
参
加
し
て

開
発
さ
れ
た「
美
ら
B
i
o
」
が
最
優
秀
賞
を
受

賞

吉
田
亘
講
師
がC

e
rtific

a
te

 of E
x
c
e
lle

nc
e
 in 

R
e
v
ie

w
ing

を
受
賞

亀
田
弘
之
教
授
の
コ
メ
ン
ト
動
画
が
公
開
さ
れ
る

平
成
30
年
度
八
王
子
学
生
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
で
学

生
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

映
像
表
現
・
芸
術
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
に
お

い
て
メ
デ
ィ
ア
学
部
学
生
ら
が
受
賞

卒
論
生
の
研
究
成
果
が
日
経
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
７

月
号
で
紹
介
さ
れ
る

吉
田
亘
講
師
が「A

na
ly

tic
a
l a

nd
 B

ioa
na

ly
tic

a
l 

C
hem

istry

」のY
oung

 Inv
estig

a
tors

特
集
で
紹
介

さ
れ
る

地
域
発
の
美
容
商
材
や
食
品
を
発
掘
す
る

「
第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
メ
イ
ド
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア

ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
、
野
嶽
勇
一
応
用
生
物
学

部
教
授
が
産
学
共
同
研
究
に
参
加
し
て
開
発
さ

れ
た
、
も
ろ
み
酢
の
乳
酸
菌
発
酵
飲
料
で
あ
る

「
美
ら

B
i
o
」（
ち
ゅ
ら
び
お
）
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

美
ら

B
i
o

は
も
ろ
み
酢
の
風
味
を
改
善

し
た
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が
特
徴
の
乳
酸
菌
発

酵
飲
料
で
、
沖
縄
の
泡
盛
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株

式
会
社
石
川
酒
造
場
及
び
琉
球
大
学
農
学
部
が

製
造
を
、
野
嶽
教
授
が
機
能
性
評
価
を
担
当
す

る
産
学
共
同
研
究
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

野
嶽
教
授
は
、
高
脂
肪
食
と
美
ら

B
i
o

を
同
時
に
一
定
期
間
摂
取
さ
せ
た
マ
ウ
ス
で

は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
や
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
増
加
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
や
肝
機
能
が
改

善
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
食
品

に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
は
そ
の
食
品
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
美
ら

B
i
o

の
展
開
や
も
ろ
み
酢
市

場
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

E
lse

v
ie

r

社

の

学

術

誌
「B

io
se

n
so

rs 

a
n

d
 B

io
e
le

c
tro

n
ic

s
; Im

p
a
c
t F

a
c
to

r 

8
.1

7
3

」
のE

d
ito

r

か
ら
吉
田
亘
応
用
生
物
学

部
講
師
がC

e
rtific

a
te

 o
f E

x
c
e
lle

n
c
e
 in

 

R
e
v
ie

w
in

g

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

「B
io

se
n
so

rs a
n
d
 B

io
e
le

c
tro

n
ic

s

」
に
投

稿
さ
れ
た
論
文
に
対
し
て
、
質
の
高
い
査
読
を

行
っ
た
研
究
者
（
約
25
名
）
に
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。

２
０
１
８
年
12
月
18
日
に
ド
イ
ツ
の
ア
ー
ヘ

ン
工
科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
P
T
C

ア
カ

デ
ミ
ッ
ク

V
I
P

サ
ミ
ッ
ト
」
に
、
亀
田
弘

之
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
が
参

加
し
ま
し
た
。

亀
田
教
授
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
う
け
、
「
I
o
T

を
学
生
た
ち
に

教
育
す
る
本
来
の
目
的
は
、
学
生
た
ち
が

I
o
T

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
自
在
に
駆
使
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
自
身
で

新
た
な
社
会
的
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
内
容
を
コ
メ
ン
ト

し
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
動
画
が

P
T
C

よ
り
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

P
T
C

社
は
世
界
１
位
（
２
０
１
８
年

12
月
時
点
）
の

I
o
T

イ
ン
フ
ラ
企
業
で
、

P
T
C

社
の

I
o
T

基
盤
構
築
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
T
h
i
n
g
 
W
o
r
x
」
を
、
本
学
が

教
育
の
現
場
に
日
本
で
最
初
に
導
入
し
ま
し

た
。現

在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の

実
践
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
３
年
生
の

精
鋭
20
名
を
対
象
に

I
o
T

教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

１
月
27
日
（
日
）
に
八
王
子
市
学
園
都
市
セ

ン
タ
ー
に
て
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王

３
月
12
日(

火)

に
開
催
さ
れ
た
映
像

表
現
・
芸
術
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

（
E
x
p
r
e
s
s
i
v
e
 J
a
p
a
n 

２
０
１
９
）

に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
学
部
４
年
生
ら
が
各
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

映

像

表

現
・

芸

術

科

学

フ

ォ

ー

ラ

ム

２
０
１
９
は
、
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
映
像

６
月
20
日
に
発
行
さ
れ
た
日
経

B
P

社
の

日
経
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
７
月
号
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
柴
田
千
尋
研
究
室

の
卒
論
生
で
あ
る
吉
田
裕
平
さ
ん
の
研
究
成
果

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

人
工
知
能
（
深
層
学
習
）
の
特
集
記
事
の

敵
対
的
生
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
G
A
N
）
の

内
容
で
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
顔
の
イ
ラ
ス
ト
を

G
A
N

に
よ
り
自
動
生
成
す
る
も
の
で
す
。

吉
田
裕
平
さ
ん
が
研
究
を
通
し
て
得
た
、
顔
の

生
成
結
果
と
、
徐
々
に
顔
ら
し
く
な
っ
て
く
る

よ
う
な
、
イ
ラ
ス
ト
の
生
成
過
程
の
様
子
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
A
C
G
A
N

と
い
う
技
術
を
使
っ

て
、
髪
型
、
髪
の
色
、
目
の
色
な
ど
の
特
徴
を

指
定
し
て
、
生
成
さ
れ
る
顔
画
像
の
種
類
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
法
に
つ
い
て
の
説
明
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
亘
応
用
生
物
学
部
講
師
がS

p
rin

g
er

社

の
学
術
誌
「A

n
a
ly

tica
l a

n
d
 B

io
a
n
a
ly

tica
l 

C
h
em

istry

」

のY
o
u
n
g
 In

v
estig

a
to

rs in
 

（B
io

-

）A
n
a
ly

tica
l C

h
em

istry

特
集
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

本
特
集
号
で
は
（
バ
イ
オ
）
分
析
化
学
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
世
界
中
の
若
手
研
究
者
（
61

名
）
の
略
歴
と
、
そ
の
若
手
研
究
者
ら
の
最
新

の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
吉
田
講
師

ら
の
論
文
で
は
、
２
種
類
の
人
工
発
光
タ
ン
パ

ク
質
を
用
い
た
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

D
N
A

メ
チ
ル

化
レ
ベ
ル
簡
便
測
定
法
を
報
告
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
日
本
か
ら
は
吉
田
講
師
の
み
本
特

集
号
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

イラストを GAN により自動生成

子
が
主
催
し
、
八
王
子
市
の
魅
力
を
30
秒
の

動
画
で
制
作
・
発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
「
平

成
30
年
度
八
王
子
学
生
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
お
よ
び
上
映
会
が
お
こ
な
わ
れ
、

「
E
a
m
o
r
+
a
」
の
作
品
「
あ
な
た
が
夢

に
出
会
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？
―
八
王
子
出

身
者
編
―
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
「
E
a
m
o
r
」
こ
と
、
メ
デ
ィ
ア

学
部
４
年
の
植
前
尚
貴
さ
ん
（
進
藤
研
究
室
）

に
表
彰
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

今
回
の
受
賞
作
品
は
市
内
の
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
を

は
じ
め
各
所
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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工
学
部

電
気
電
子
工
学
科
・
応
用
化
学
科
の「
コ
ー
オ
プ

実
習
顔
合
わ
せ
・
情
報
交
換
会
」を
実
施

I
o
T
を
活
用
し
た
多
目
的
住
宅
振
動
セ
ン
シ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
を
S
M
R
C
株
式

会
社
と
研
究
着
手

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
R
が
関
東
春
ロ
ボ
コ
ン
で
準
優
勝

４
月
か
ら
開
始
し
た
工
学
部
電
気
電
子
工
学

科
・
応
用
化
学
科
３
年
生
の
コ
ー
オ
プ
実
習
に

先
立
ち
、
２
月
１
日
（
金
）
に
、
コ
ー
オ
プ
実

習
顔
合
わ
せ
・
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
実
習
受
入
企
業
様
か
ら
の
事
例

紹
介
と
し
て
、
株
式
会
社
ル
ケ
オ
代
表
取
締
役

社
長
の
吉
村
様
か
ら
こ
れ
ま
で
の
実
習
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ー
オ
プ
実
習
学
生
の
経
験
談
と
し

て
昨
年
前
期
に
コ
ー
オ
プ
実
習
に
行
っ
た
電
気

電
子
工
学
科
の
鈴
木
さ
ん
と
応
用
化
学
科
の
田

中
さ
ん
か
ら
報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
第
２
部
で
は
電
気
電
子
工
学
科

２
年
生
97
名
、
応
用
化
学
科
２
年
生
67
名
と
実

習
受
入
企
業
様
が
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
企
業
様

か
ら
実
習
内
容
や
注
意
事
項
な
ど
を
お
伝
え
い

た
だ
き
、
実
習
に
向
け
て
の
準
備
を
行
い
ま
し

た
。

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
の
天
野
直
紀
准

教
授
の
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
活
用
研
究
室
は
、

S
M
R
C

株
式
会
社
（
東
京
都
杉
並
区
、
代

表
取
締
役 

半
澤
薫
和
）
と
多
目
的
住
宅
振
動

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
を
開
始

し
ま
す
。

日
本
で
は
多
く
の
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
様
々
な
構
造
物
で
は
耐
震
・
減
震
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
住
宅
は
非
常
に

戸
数
が
多
く
、
形
状
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
耐
震
設
計
を

完
全
に
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
S
M
R
C

株
式
会
社
で
は
住
宅
用
減
震
装
置
を
開
発
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々

な
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
効
果
を
定
量
的

に
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

一
方
で
住
宅
の

I
o
T

化
は
現
在
、
様
々

な
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
・

生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た
研
究
・
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
で
は
実
際
に
多
数
の
住
宅
に
適

用
可
能
な
振
動
に
着
目
し
た
多
目
的
の
計
測
シ

ス
テ
ム
を
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
減
震

装
置
の
効
果
を
広
域
に
わ
た
っ
て
計
測
・
定
量

的
に
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
特
性
を
様
々

な
デ
ー
タ
解
析
手
法
を
用
い
て
分
析
し
ま
す
。

更
に
構
造
以
外
に
つ
い
て
も
振
動
を
通
じ
て

様
々
な
安
全
・
安
心
・
生
活
の
質
の
向
上
に
資

す
る
デ
ー
タ
を
計
測
・
分
析
し
実
社
会
に
役
立

つ
研
究
へ
と
展
開
し
ま
す
。

工
学
部
の
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
を
題
材
と
す
る
先
進
的
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
機
械
工
学
科
の
学
生
が

中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

R
」

の
１
年
生
チ
ー
ム
が
、
３
月
21
日
に
開
催
さ
れ

表
現
＆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
研
究

会
、
画
像
電
子
学
会
、
芸
術
科
学
会
、
C
G

－

A
R
T
S

の
４
団
体
の
共
催
で
開
催
さ
れ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
C
G
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

な
ど
に
関
す
る
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま

す
。受

賞
名
、
発
表
題
目
、
受
賞
者
、
指
導
教
員

■
ポ
ス
タ
ー
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

「
音
響
分
析
と
機
械
学
習
を
用
い
た
揚
げ
物

の
調
理
進
行
度
の
推
定
」、山
本
悠
太
（
メ
デ
ィ

ア
学
部
２
年
）・
越
智
景
子
助
教
・
大
淵
康
成

教
授■

ポ
ス
タ
ー
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
味
を
変
え
る
か
き
氷
」、

白
須
椋
介
（
メ
デ
ィ
ア
学
部
４
年
）・
羽
田
久

一
准
教
授

■
ポ
ス
タ
ー
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

「
A
R

技
術
を
用
い
た
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
訓

練
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」、
渋
谷
新
樹
（
メ
デ
ィ

ア
学
部
４
年
）・
戀
津
魁
助
教
・
柿
本
正
憲
教

授
■
ポ
ス
タ
ー
発
表
『
C
G

－

A
R
T
S 

人
材
育
成
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
賞
（
京
楽
ピ
ク

チ
ャ
ー
ズ
）』

「
狭
窄
領
域
を
考
慮
し
た
任
意
形
状
を
保

持
・
復
元
す
る
グ
ル
ー
プ
を
含
ん
だ
群
集
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
」、
篠
崎
航

也
（
メ
デ
ィ
ア
学
部
４
年
）・
阿
部
雅
樹
実
験

助
手
・
渡
辺
大
地
准
教
授

■
ポ
ス
タ
ー
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

「
O
G
R
o
n
e

：
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
を

用
い
た
浮
遊
感
覚
提
示
デ
バ
イ
ス
の
開
発
」、

小
黒
由
樹
（
メ
デ
ィ
ア
学
部
４
年
）・
兼
松
祥

央
助
教
・
三
上
浩
司
教
授

■
ポ
ス
タ
ー
発
表
『
C
G

－

A
R
T
S

人

材
育
成
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
』

「
ブ
ラ
イ
ニ
ク
ル
の
プ
ロ
シ
ー
ジ
ャ
ル
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
」、
大
場
俊
祐(

メ
デ
ィ
ア
学
部

４
年)

・
菊
池
司
教
授

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
ブ

ロ
グ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

近
藤
邦
雄
メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授
が
情
報
処
理
学

会
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
授
与

近

藤

邦

雄

メ

デ

ィ

ア

学

部

教

授

は
、

２
０
１
９
年
６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
情
報
処

理
学
会
総
会
に
お
い
て
、
情
報
処
理
学
会
フ
ェ

ロ
ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
と
は
、
情
報
処
理
お

よ
び
情
報
通
信
等
の
分
野
に
お
い
て
著
し
く
貢

献
し
た
会
員
に
対
し
て
そ
の
貢
献
を
称
え
る
と

と
も
に
、
当
該
分
野
に
お
い
て
、
学
術
的
ま
た

は
産
業
的
発
展
・
普
及
・
振
興
な
ど
に
著
し
い

貢
献
を
し
た
会
員
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

対
象
と
な
っ
た
業
績
は
、
「
C
G

の
非
写
実
的

表
現
と
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
技
術
の
研
究
お
よ
び

そ
の
教
育
・
普
及
に
関
す
る
貢
献
」
で
す
。
情

報
処
理
学
会
会
員
で
あ
る
研
究
者
の
５
名
に

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
推
薦
書
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

「
近
藤
邦
雄
君
は
、
１
９
８
０
年
頃
の
写
実

的
な

C
G

の
研
究
が
全
盛
の
時
代
に
、
先
駆

的
な
非
写
実
的
表
現
（N

o
n
-P

h
o
to

re
a
listic

 

R
e
n
d
e
rin

g

）
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
後
の

C
G

分
野
の
拡
大
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
そ
の
後
も
一
貫
し
て
人
の
理
解
を
助
け

る

C
G

表
現
技
術
を
発
表
し
た
。
近
年
は
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
技
術
の
研
究
と
教
育
に
情
熱
を
傾

け
、
数
多
く
の
教
科
書
執
筆
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
学
の
体
系
化
を
推
進

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
技
術
の
位
置
づ
け
を
確

立
し
、
こ
の
分
野
の
教
育
と
普
及
に
比
類
な
い

貢
献
を
行
っ
た
。」

機
械
工
学
科
、電
気
電
子
工
学
科
、応
用
化
学
科

た
関
東
春
ロ
ボ
コ
ン
に
出
場
し
、
準
優
勝
と
い

う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

関
東
春
ロ
ボ
コ
ン
は
、
N
H
K

学
生
ロ
ボ

コ
ン
や

N
H
K

高
専
ロ
ボ
コ
ン
に
出
場
す
る
、

大
学
や
高
専
の
新
人
戦
と
し
て
実
施
さ
れ
、
本

学
か
ら
は
２
０
１
８
年
度
に
入
学
し
た
１
年
生

６
名
に
よ
る
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。
東
京

大
学
や
早
稲
田
大
学
、
仙
台
高
専
名
取
キ
ャ
ン

パ
ス
、
群
馬
高
専
な
ど
か
ら
合
計
11
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
中
、
堅
実
な
動
き
で
予
選
リ
ー
グ
を

２
位
の
成
績
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝

戦
で
は
東
京
大
学
と
対
戦
。
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
ま
で
追
い
つ
め
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
敗
戦

し
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

工
学
部
芝
池
教
授
ら
の
著
書
が「
武
藤
栄
次
賞 

V
a
lua

b
le

 P
ub

lishing
 

賞
」を
受
賞

芝
池
成
人
工
学
部
機
械
工
学
科
教
授
が
編
集

し
、
芝
池
教
授
と
江
頭
靖
幸
工
学
部
応
用
化

学
科
教
授
、
木
村
康
男
電
気
電
子
工
学
科
教

授
、
高
橋
秀
智
機
械
工
学
科
教
授
に
よ
る
著

書
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
基
礎
―
持
続
的
に

発
展
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
―
」
が
公
益

社
団
法
人
日
本
設
計
工
学
会
の
「
武
藤
栄
次
賞
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デ
ザ
イ
ン
学
部

酒
百
宏
一
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
の
研
究
活
動
と

し
て
大
田
区
で
実
施
し
て
い
る
「
オ
オ
タ
ノ
カ
ケ

ラ
」が
読
売
新
聞
都
民
版
に
紹
介
さ
れ
る

酒
百
宏
一
教
授
が
大
田
区
に
お
け
る
地
域
資

源
（
町
工
場
）
を
活
か
し
て
、
交
流
や
賑
わ

い
を
生
み
出
し
て
い
く
研
究
活
動
（
科
研
費

基
盤
研
究

C
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た

な
地
域
振
興
と
芸
術
表
現
の
か
た
ち
」）
が
、

２
０
１
９
年
６
月
10
日
発
行
の
読
売
新
聞
都
民

版
「
２
０
１
９
東
京
ホ
ッ
ト
ぷ
れ
い
す
」
に
カ

ラ
ー
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
不
在
と
な
っ
た
町
工
場
の
ご

家
族
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
道
具
を
一
つ

の
地
域
資
源
と
し
て
、
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
い

う
写
し
と
り
の
描
画
技
法
に
よ
る
作
品
づ
く
り

や
町
工
場
の
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
っ
て
参
加

者
と
と
も
に
町
工
場
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
に
つ
な
げ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
活
動
で
す
。
ま
た
こ
の
活
動

は
『
オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ
』
と
い
う
名
で
地
域

住
民
や
一
般
参
加
者
を
募
集
す
る
か
た
ち
で

２
０
１
３
年
よ
り
継
続
的
に
展
開
し
て
お
り
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
南
六
郷
に
あ
る

創
業
60
年
の
町
工
場
の
見
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
様
子
を
「
絵
に
残
す
工
具 

町
工
場
の
記

憶
」
と
い
う
見
出
し
で
、
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

か
つ
て
９
０
０
０
あ
っ
た
町
工
場
も
後
継
者

不
足
な
ど
で
減
り
、
跡
地
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
駐

車
場
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
で
は
、
土
地
と
人
の
営
み
と
し
て
古
く
か
ら

大
田
区
に
根
づ
い
て
き
た
町
工
場
の
魅
力
を
紹

介
し
、
町
工
場
を
よ
く
知
ら
な
い
人
も
知
っ
て

い
る
人
に
も
改
め
て
町
工
場
に
つ
い
て
の
興
味

や
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
人
と

の
交
流
を
創
出
し
て
い
く
場
と
し
て
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
『
オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ
』
の
活
動

に
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
在
学
生
も
活
動
運
営

の
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
指
導
等
が
実

践
的
な
学
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

K
O
K
U
Y
O
 T
h
i
n
k
 o
f
 
T
h
i
n
g
s

で
の
企
画
展
に
参
加

洋
菓
子
店
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
提
案
に
学
生
が

挑
戦

５
月
１
日
（
水
）
か
ら
５
月
６
日
（
月
）

ま
で
、
株
式
会
社
コ
ク
ヨ
が
運
営
す
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
T
H
I
N
K
 
O
F
 

T
H
I
N
G
S
」
で
大
西
景
太
講
師
が
企
画
展

を
行
い
ま
し
た
。
同
シ
ョ
ッ
プ
は
文
具
な
ど
の

雑
貨
売
場
と
カ
フ
ェ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
空
間
を
演
出
す
る
も
の
と
し
て
、
作
品
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
西
講
師
は
コ
ク
ヨ
の
文
具
か
ら
９
種
類
を

チ
ョ
イ
ス
し
、
そ
の
「
音
」
に
着
目
し
た
９
種

類
の
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
９
種
の
映

像
を

i
P
a
d

を
用
い
て
店
内
の
９
箇
所
に

展
示
し
ま
し
た
。

企
画
展
タ
イ
ト
ル
を
「
環
境
文
具
」
と
し
、

文
具
の
「
音
と
動
き
」
に
囲
ま
れ
る
室
内
環
境

を
つ
く
る
試
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
ス
パ
イ
ラ
ル
（
青
山
）
で
行
わ
れ
る
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
「
S
I
C
F
（
ス

パ
イ
ラ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ク
リ
エ

イ
タ
ー
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」
の
過
去
受

賞
者
に
よ
る
展
覧
会
と
し
て
企
画
さ
れ
、
ス
パ

イ
ラ
ル
に
ほ
ど
近
い
コ
ク
ヨ
「
T
H
I
N
K
 

O
F
 
T
H
I
N
G
S
」
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

と
し
て
本
年
度
の
「
S
I
C
F
2
0
」
と
同
時

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
田
区
公
認
の
お
土
産
を
目
指
し
て
、
「
大

田
の
お
土
産
１
０
０
選
」（
大
田
区
主
催
）
に

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
洋
菓
子
店
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
提
案
に
、
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
に

在
籍
す
る
学
生
２
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
こ
の
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
は
昨
年
の
11

月
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
側
に
あ
る
洋
菓

子
店
「
ル
ー
ジ
ュ
ブ
ラ
ン
シ
ュ
」（
若
林
実
オ
ー

ナ
ー
）
か
ら
、
地
元
に
密
着
し
た
金
融
機
関
で

あ
る
城
南
信
用
金
庫
を
介
し
て
デ
ザ
イ
ン
学
部

に
今
回
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
提
案
の
依
頼

が
あ
り
、
当
時
学
部
４
年
次
か
ら
進
学
を
し
た

大
学
院
生
、
吉
野
佑
香
さ
ん
と
、
新
た
に
４
月

か
ら
入
学
し
た
大
学
院
生
の
田
邉
雄
一
さ
ん
の

２
名
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

展示風景

「
大
田
の
お
土
産
１
０
０
選
」
と
は
今
年
で

選
定
が
最
終
年
度
と
な
る
大
田
区
地
域
の
名
産

品
を
大
田
区
の
お
土
産
と
し
て
公
式
認
定
す
る

制
度
で
す
。
選
考
の
最
終
結
果
は
７
月
末
の
発

表
に
な
り
ま
す
が
、
「
少
女
と
観
覧
車
」
と
い

う
映
画
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、

戦
前
に
蒲
田
が
キ
ネ
マ
（
映
画
）
の
街
で
あ
る

こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
、
ま
た
都
内
唯
一
の
百
貨

店
屋
上
に
あ
る
観
覧
車
が
蒲
田
駅
に
あ
る
こ
と

か
ら
モ
チ
ー
フ
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
に
展
開
、
こ

ルージュブランシュオーナーにアイデアを説明する大学院生

V
a
lu

a
b
le

　

P
u
b
lish

in
g

賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

本
賞
は
、
設
計
工
学
の
分
野
に
お
け
る
学
術

研
究
お
よ
び
教
育
の
成
果
の
広
汎
な
公
開
を
奨

励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
計
工
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
価
値
の
高
い
出
版
物
を
対
象
と

し
、
そ
の
出
版
に
尽
力
し
た
者
に
対
し
て
贈
賞

さ
れ
る
も
の
で
す
。
本
書
は
工
学
部
全
体
で
行

わ
れ
て
い
る
２
年
次
前
期
の
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
工
学
基
礎
」
で
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
学
工
学
部
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
の
重
要
性
及
び
そ
の

教
育
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

A
I
を
活
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
非
破
壊
検
査

に
関
す
る
研
究
を
マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業
株
式
会
社

と
研
究
着
手

天
野
直
紀
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
准
教
授

の
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
活
用
研
究
室
は
、
マ
テ
ラ

ス
青
梅
工
業
株
式
会
社（
東
京
都
中
野
区
中
野
、

代
表
取
締
役 

髙
村
幸
宏
）
と

A
I

を
活
用
し

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
非
破
壊
検
査
に
関
す
る
研

究
を
開
始
し
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
を
構
成

す
る
重
要
な
構
成
物
の
一
つ
で
す
。
マ
テ
ラ
ス

青
梅
工
業
株
式
会
社
で
は
高
強
度
で
耐
衝
撃

性
、
耐
磨
耗
性
、
耐
久
性
、
防
食
性
に
優
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料

P
I
C

フ
ォ
ー
ム
を
開

発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
で
様
々

な
構
造
物
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
検
査
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
更
に
安
全
・
安
心
な
建
造
物
を
実
現
で
き

ま
す
。
今
回
の
研
究
で
は
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
活

用
研
究
室
で
蓄
積
し
て
き
た

A
I

技
術
に
よ

る
音
響
特
性
評
価
等
を
活
用
し
た
非
破
壊
検
査

技
術
を
開
発
し
ま
す
。

学生 ・ 教員の受賞と活動
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卒
業
研
究
作
品
が「
全
国
学
生
動
画
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
８
」で
受
賞

「
全
国
学
生
動
画
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」で
、

デ
ザ
イ
ン
学
部
映
像
デ
ザ
イ
ン
専
攻
２
０
１
８

年
度
卒
業
生
の
稲
田
雄
太
さ
ん
の
作
品
が
、
フ

リ
ー
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
公
募
は
静
岡
大
学
情
報
基
盤
セ
ン

タ
ー
、
静
岡
大
学
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
委
員

で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
も
の

で
「
全
国
の
学
生
が
動
画
に
よ
る
情
報
発
進
を

世
界
に
向
け
て
自
由
自
在
に
行
え
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
「
地
域

連
携
部
門
」
「
フ
リ
ー
部
門
」
な
ど
４
部
門
で

構
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
稲
田
さ
ん
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
「
フ
リ
ー
部
門
」
は
ジ
ャ
ン
ル
、

内
容
を
問
わ
ず
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
内
容

を
有
す
る
動
画
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

稲
田
さ
ん
の
動
画
作
品
「
日
々
、
デ
ザ
イ
ン

す
る
。」
は
卒
業
制
作
と
し
て
伊
藤
英
高
准
教

授
の
ゼ
ミ
の
指
導
の
も
と
に
個
人
制
作
し
た
も

の
で
す
。
誰
も
が
日
常
生
活
で
な
に
げ
な
く

行
っ
て
い
る
行
動
の
中
に
も
「
デ
ザ
イ
ン
」
の

要
素
が
潜
ん
で
い
る
、
と
い
う
稲
田
さ
ん
な
り

の
視
点
・
主
張
を
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信

し
た
映
像
で
す
。
実
写
と

3
D
C
G

を
融
合

さ
せ
た
ポ
ッ
プ
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
表
現

は
、
そ
の
高
い
映
像
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、
デ
ザ
イ

ン
性
、
テ
ー
マ
が
多
く
の
審
査
員
か
ら
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

稲
田
さ
ん
の
受
賞
コ
メ
ン
ト

「
半
年
か
け
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
作

品
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
頂
け
て

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
大
学
と
は
別
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
、
違
っ
た
視
点
で
評
価
を
受
け
る

と
い
う
経
験
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

映像作品「日々、デザインする。」より

教
養
学
環

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

書
籍
『
改
訂
版 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
概
論
』 

が
日

本
工
業
出
版
よ
り
出
版

情
報
処
理
学
会
の
発
表
で
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
専
攻
生
が
受
賞

大
学
院
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
修
士
課
程
２
年
清

水
太
基
さ
ん
と
柴
田
雅
史
教
授
が
一
般
社
団
法

人
・
色
材
協
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
る

村
上
康
二
郎
教
養
学
環
准
教
授
が
執
筆
に
参

加
し
た
書
籍
『
改
訂
版 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

概
論
』
が
日
本
工
業
出
版
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
本
書
は
、
大
学
生
や
大
学
院
生
、
企
業
の

技
術
者
に
向
け
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
概
説

書
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
最
新
の
技
術
内
容
を
踏
ま
え
て
改
訂

を
行
い
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
防
御
、
個
人
情
報

保
護
、
I
o
T

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
法
と
倫
理

に
関
す
る
章
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
村
上
准

教
授
は
、第
14
章
14
・
１
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
法
」
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

第
21
回

D
C
C

研
究
会
と
第
51
回
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
研
究
会

に
お
い
て
、
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専

攻
修
士
２
年
藤
田
大
樹
さ
ん
が
「
D
C
C

優

秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
口
頭
発
表
『
D
C
C

優
秀
賞
』

「
液
体
窒
素
を
使
っ
た
氷

3
D

プ
リ
ン

タ
ー
」、
藤
田
大
樹
（
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
専
攻
修
士
２
年
）・
羽
田
久
一
准
教
授 

大
学
院
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
修
士
課
程
２
年

の
清
水
太
基
さ
ん
（
指
導
教
授
：
柴
田
雅
史
教

授
）
が
投
稿
し
た
技
術
論
文
「
オ
レ
ン
ジ
ラ

フ
ィ
ー
油
の
化
粧
品
用
オ
イ
ル
と
し
て
の
性

能
解
析
」
が
、
一
般
社
団
法
人
・
色
材
協
会

が
発
行
し
て
い
る
『
色
材
協
会
誌
』
の
中
で
、

２
０
１
８
年
に
最
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
件
数
が
多

か
っ
た
論
文
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
「2

0
1
8
 

JS
C

M
 M

o
s
t A

c
c
e
s
s
e
d
 P

a
p
e
r A

w
a
rd

」 

を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
柴
田
教
授
が
執
筆
し
た
総
説
論
文

「
化
粧
品
で
用
い
ら
れ
る
油
性
ゲ
ル
の
物
性
と

そ
の
持
続
性
向
上
技
術
」
が
、
同
様
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
件
数
が
多
か
っ
た
解
説
・
総
説
論
文

に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
「2

0
1
8
 JS

C
M

 M
o
st 

A
c
c
e
sse

d
 R

e
v
ie

w
 A

w
a
rd

」
を
受
賞
し
、

両
部
門
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

Amazon.co.jp. より引用

片
柳
研
究
所

香
川
豊
教
授
の「H

a
nd

b
ook

 of M
e
c
ha

nic
s of 

M
aterials

」がS
pring

er

社
よ
り
発
行
さ
れ
る

サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
統
合
し
た
新
し
い
材
料
設

計
に
つ
い
て
金
属
学
会
「
ま
て
り
あ
」に
記
事
が
掲

載
香
川
豊
教
授
が
編
集
者
の
一
人
で
あ
る
英

文
の
書
籍
「H

a
n
d
b
o
o
k
 o

f M
e
c
h
a
n
ic

s o
f 

M
a
te

ria
ls

」
がS

p
rin

g
e
r

社
よ
り
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
香
川
教
授
、
横
浜
国

立
大
学
准
教
授
の
長
谷
川
誠
博
士
、
一
般
財

団
法
人
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

（
J
F
C
C
）
の
田
中
誠
博
士
と
の
共
著
で
あ

る
「In

te
rfa

c
e
 D

e
la

m
in

a
tio

n
 A

n
a
ly

s
is 

o
f D

issim
ila

r M
a
te

ria
ls: A

p
p
lic

a
tio

n
 to

 

T
h
e
rm

a
l B

a
rrie

r C
o
a
tin

g
s

」
も
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
、
工
学
部
が
連
携
し
、
情

報
科
学
を
活
用
し
た
新
し
い
材
料
設
計
「
マ
テ

リ
ア
ル
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
内
閣
府
の

評
価
を
受
け
「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
S
I
P
）
で
の
採
択
も
受

け
て
い
ま
す
（
研
究
代
表
：
七
丈
直
弘
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
）。
こ
の
研

究
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
日
本
金
属
学
会

誌
「
ま
て
り
あ
」
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
前
述
の
３
学
部
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

複
合
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
（
所
長
：
香
川
豊
教

授
）
の
共
同
に
よ
る
も
の
で
す
。

の
地
元
に
ち
な
ん
だ
提
案
を
オ
ー
ナ
ー
の
判
断

で
い
ち
早
く
商
品
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
発
売
か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
経
過
し
て
、
地
域

に
密
着
し
た
お
土
産
と
し
て
顧
客
の
評
判
は

上
々
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
地
域
連
携
の
中
で
も
「
産
官
学
『
金
』

（
金
融
機
関
）」
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
商
品
開

発
に
携
わ
っ
た
成
果
と
し
て
早
速
、
東
京
新
聞

（
６
月
26
日
朝
刊
／
総
合
面
）
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
４
月
に
誕
生
し
た
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
が
認
知
さ
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
人
の

気
持
ち
を
温
か
く
す
る
お
土
産
と
し
て
、
デ
ザ

イ
ン
の
力
を
駆
使
し
た
大
田
区
の
「
生
活
の
質

の
向
上
」
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。販売することが決定したマドレーヌセット「少女と観覧車」
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※ 2019 年度学部新入生数のみ掲載、一部の数字は含まれません。

出身高校の所在地県別入学者数

平
成
31
年
４
月
４
日
、
本
学
蒲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
片
柳
ア
リ
ー
ナ
に
て
平
成
31
年

度
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

様
々
な
夢
や
希
望
を
抱
き
、
全
国
か
ら

本
学
に
集
ま
っ
た
若
人
１
９
８
１
名
（
学

部
学
生
１
８
３
６
名
、
大
学
院
生
１
４
５

名
）
が
、
新
た
な
る
学
生
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

日
を
待
ち
わ
び
た
新
入
生
が
朝
早
く
か
ら

集
ま
り
、
３
号
館
前
に
作
ら
れ
た
撮
影
ポ

イ
ン
ト
で
は
、
新
入
生
と
保
護
者
が
長
蛇

の
列
を
作
り
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
笑
顔
で

写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
を

撮
り
終
え
た
後
は
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
地

下
４
階
に
作
ら
れ
た
片
柳
ア
リ
ー
ナ
内
の

会
場
へ
と
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
千
葉
茂
理
事
長
、
軽
部
征
夫

学
長
、
ご
来
賓
の
松
永
是
様
（
東
京
農
工

大
学
元
学
長
、
現
特
別
招
聘
教
授
）
が
祝

辞
に
た
ち
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活

に
お
い
て
、
学
問
へ
の
取
り
組
み
、
多
く

の
友
人
を
通
し
た
経
験
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
新
入
生
達
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
だ
の
ち
、
保
護

者
の
方
々
に
も
同
席
い
た
だ
く
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
野
澄
雄
教
務
部

長
よ
り
「
大
学
で
の
履
修
に
つ
い
て
」、
矢

野
和
義
就
職
部
長
よ
り
「
就
職
に
つ
い
て
」、

大
山
恭
弘
学
生
部
長
よ
り
「
学
生
生
活
に

つ
い
て
」、
中
川
和
美
作
業
療
法
学
科
教
授

よ
り
「
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」
な

ど
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
、
東
京
工
科
大

学
同
窓
会
ら
か
ら
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学

生
生
活
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
項
に
は
軽
部
学
長
の
式
辞
を
全
文
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
下
さ
い
。

北海道

青森

秋田

山形

岩手

宮城

福島

茨城栃木

埼玉

東京

神奈川静
岡和

歌
山

香川

徳島

愛媛

福岡

大分
熊
本

沖
縄

佐
賀

長
崎

宮﨑

鹿児島 高知

愛知
三
重

奈
良

大
阪

兵
庫

鳥取

岡山

島根
山
口
広島

山梨 千葉

群馬

長野岐阜

新潟富山
石
川

福井

京都 滋賀

17

8

4

13

28

744250

434
251

536

379

44

6483

0

1
8

5

0

4

3

1

3

6

4
4

26
21

1

2
8

28

1

95

2584

1

12

9

4

平
成
三
十
一
年
度

　入
学
式

2019 年度入学者数（1 年次のみ）
学部・学科・研究科名 男 女 合計

応 用 生 物 学 部 139 147 286

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 学 部 277 39 316

メ デ ィ ア 学 部 233 78 311

工 学 部

機 械 工 学 科 104 5 109

電 気 電 子 工 学 科 98 8 106

応 用 化 学 科 61 24 85

医 療 保 健 学 部

看 護 学 科 17 114 131

臨 床 工 学 科 42 34 76

理 学 療 法 学 科 46 39 85

作 業 療 法 学 科 13 24 37

臨 床 検 査 学 科 25 55 80

デ ザ イ ン 学 部 122 92 214

バイオ・情報メディア
研 究 科 修 士 課 程

バ イ オ ニ ク ス 専 攻 15 12 27

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 専 攻 20 1 21

メ デ ィ ア サ イ エ ン ス 専 攻 25 1 26

ア ン ト レ プ レ ナ ー 専 攻 3 3 6

バイオ・情報メディア
博 士 後 期 課 程

バ イ オ ニ ク ス 専 攻 3 3 6

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 専 攻 2 0 2

メ デ ィ ア サ イ エ ン ス 専 攻 2 0 2

工 学 研 究 科
修 士 課 程

サ ス テ イ ナ ブ ル 工 学 専 攻 41 5 46

工 学 研 究 科
博 士 後 期 課 程

サ ス テ イ ナ ブ ル 工 学 専 攻 ― ― ―

デ ザ イ ン 研 究 科
修 士 課 程

デ ザ イ ン 専 攻 5 4 9

合　　　　計 1,293 688 1,981
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学
長
式
辞

新
入
生
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
ご

家
族
の
皆
様
、
関
係
者
の
方
々
に
も
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
学
部
生
１
９
１
１
名
、
大
学
院
修

士
課
程
１
３
５
名
、
博
士
後
期
課
程
１
０
名
、（
合

計
２
０
５
６
名
）
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
教
職
員
一
同
、皆
様
を
心
か
ら
歓
迎
し
、

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
工
科
大
学
は
創
立
か
ら
33
年
と
い
う
大

変
若
い
大
学
で
す
が
、
建
学
の
理
念
は
一
言
で

「
実
学
主
義
」
と
し
て
い
ま
す
。
主
義
と
い
う
言

葉
に
は
具
体
的
な
３
つ
の
理
念
に
加
え
て
、
人

間
性
を
育
み
、
社
会
や
技
術
・
ス
キ
ル
の
変
化

に
柔
軟
に
適
応
で
き
る
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
皆
様
に
お
渡
し
し
た
学
生
便
覧
に

書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
は
大
学
に
入
学
さ
れ
て
、
こ
れ

か
ら
色
々
な
事
に
挑
戦
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
は
色
々
な
こ

と
を
学
ん
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
授
業
、

演
習
等
、
学
部
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
４

年
間
で
学
ぶ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

本
学
園
は
わ
が
国
で
本
格
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
育
を
始
め
た
学
園
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
大
学
も
こ
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
、
情

報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
の
教
育
を
全
学
部
で

共
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
P
C
を
必

携
と
し
た
う
え
で
、
全
学
部
で
M
o
o
d
l
e

と
い
う
教
育
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
授
業
や
演

習
の
シ
ラ
バ
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
で
は
15
週
に
わ
た
っ

て
授
業
等
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
回
の
授
業
の

内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
変
便
利

な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
授
業
内
容
を
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
宿
題
、
コ
メ

ン
ト
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
え
ば
、

小
テ
ス
ト
も
で
き
ま
す
。
授
業
の
予
習
を
し
て

お
き
、
授
業
の
時
間
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

ま
た
、
本
学
で
は
、
５
～
６
年
前
か
ら
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
高
等
学
校
の

授
業
で
経
験
し
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

教
員
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
一
方
的
に

授
業
を
す
る
の
で
は
な
く
、
学
生
の
皆
様
が
授

業
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
が

ら
行
う
双
方
向
授
業
の
こ
と
で
す
。
皆
様
に
と
っ

て
は
、
授
業
の
内
容
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
P
B
L
（
課
題
解
決

型
授
業
）
は
、
グ
ル
ー
プ
で
課
題
や
問
題
を
見

つ
け
、
調
査
を
し
て
結
果
を
発
表
し
、
討
論
を

す
る
形
の
授
業
で
す
。
皆
様
の
能
力
を
伸
ば
す

た
め
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。
な
お
、
本
学
で
は

先
生
方
が
常
駐
し
て
い
る
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
授
業
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
ら
、ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

先
輩
た
ち
か
ら
教
え
て
も
ら
う
ピ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
そ
の
日
の
う
ち
の
理
解
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

次
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、「
仕
事
上

な
ど
で
優
れ
た
結
果
を
生
み
出
す
個
人
の
能
力
」

の
こ
と
で
す
。
最
近
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育

で
も
大
変
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
能
力
は
、

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
学
外
活
動

や
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
P
B
L
な

ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
学
が
定
め
て
い
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
ウ
ト

カ
ム
ズ
の
中
に
は
、
４
つ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

能
力
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
論
理
的
思
考
能
力
、
分
析
・
評
価
能

力
、
問
題
解
決
力
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
も
加
入
し
て
い
る
経
済
開
発
協
力
機
構

（
O
E
C
D
）
で
も
、
加
盟
国
に
対
し
て
３
つ
の

キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
教
育
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
第
１
は
、言
語
、

数
理
、
I
C
T
ス
キ
ル
な
ど
で
す
。
書
く
能
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
S
T
E
M
教
育

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
２
０
０
０
年
代
に
ア
メ
リ

カ
で
始
ま
っ
た
教
育
モ
デ
ル
で
、
専
門
に
関
わ

ら
ず
今
後
は
こ
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
科
学
、
技
術
、
工
学
、

数
学
の
能
力
の
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
本
学
で
は
、
八
王
子
の
４
学
部
で
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
が
必
修
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
I
C
T
ス
キ
ル
は
、
本
学
で
は
全
学

生
が
身
に
つ
け
ま
す
の
で
問
題
は
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
第
２
は
、
他
人
と
円
滑
な
人
間
関

係
を
構
築
で
き
る
能
力
で
す
。
こ
こ
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
、
他
人
を
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が

相
手
の
時
は
、
国
際
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
第
３
は
、

社
会
の
中
で
、
自
分
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
認

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
律
的
で
主

体
的
な
能
力
で
す
。
皆
様
は
こ
れ
か
ら
実
学
を

学
び
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
能
力
を
、
社
会
や
産

業
で
生
か
す
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
理
論

的
な
思
考
能
力
や
行
動
力
、
分
析
・
評
価
能
力
、

問
題
解
決
力
な
ど
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
、
企
業
の
採
用
試
験
な
ど
で
も
こ
れ
ら

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
自
分
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
を
持
と
う
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は
、
情
報
技
術
の
発

展
で
、
経
済
や
政
治
が
国
際
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
で
皆
様
は
仕
事
を
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
学

に
は
教
養
学
環
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
１
年
次

で
国
際
的
な
教
養
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

語
学
に
つ
い
て
は
英
語
が
中
心
で
す
が
、
皆
様

の
能
力
に
応
じ
て
ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
、
実
用

英
語
を
学
び
ま
す
。

こ
の
他
に
、
欧
米
の
文
化
を
体
験
的
に
学
ぶ

海
外
研
修
を
２
コ
ー
ス
、
語
学
研
修
を
中
心
と

し
た
海
外
語
学
研
修
を
２
コ
ー
ス
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
を
し
て
み
て
下
さ

い
。
私
は
、
47
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ

大
学
へ
留
学
し
ま
し
た
。
30
歳
間
際
で
の
留
学

で
し
た
の
で
、
も
っ
と
早
く
来
れ
ば
良
か
っ
た

と
後
悔
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
海
外
で
働
く
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す

し
、
海
外
か
ら
日
本
に
働
き
に
来
る
人
々
と
仕

事
を
す
る
機
会
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
学
の
研
究
に
つ
い
て
も
少
し
紹

介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
建
学
の
理
念
の
２
番
目

に
、
先
端
的
な
研
究
を
介
し
た
教
育
と
そ
の
成

果
の
社
会
還
元
、
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
王

子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
片
柳
研
究
所
が
あ
り
、
こ

こ
で
先
端
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
航
空
機
の
タ
ー
ビ
ン
に
使
わ
れ
る
炭
化

ケ
イ
素
と
い
う
複
合
材
料
の
研
究
は
、
内
閣
府

や
経
済
産
業
省
の
支
援
の
も
と
、
国
内
外
の
企

業
も
参
加
し
て
産
学
共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
に
は
、
学
生
の
皆
様
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
人
工
知
能
の

研
究
も
全
学
部
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
先
端
技
術
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
、
実

学
主
義
教
育
の
目
的
で
す
。
そ
し
て
、
本
学
の

６
学
部
と
教
養
学
環
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
共
通
の
目
的
と
し
、
教
育
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
持
続
可
能
な
社
会
と
は
、

内
閣
府
が
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
中
で

目
指
す
べ
き
社
会
と
し
て
提
案
し
て
い
る
ソ
サ

エ
テ
ィ
５
・
０
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
と
い
う
の
は
皆
様
よ
く
耳

に
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
サ
イ
バ
ー

空
間
と
現
実
の
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題

の
解
決
を
両
立
さ
せ
る
人
間
中
心
の
社
会
で
す
。

人
工
知
能
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
I
o
T
で
全
て
の
人

と
モ
ノ
が
つ
な
が
り
、
色
々
な
知
識
や
情
報
が

共
有
さ
れ
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
、
課
題
や
問
題
を
解
決
で
き
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
大
学
に
入
学
し
た
ら
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間

を
上
手
に
使
う
習
慣
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

全
て
の
人
に
１
日
24
時
間
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
計
画
的
に
使
う
か
ど
う
か
で
人

生
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
大
学
で
は
授

業
だ
け
で
は
な
く
、
実
験
や
演
習
を
通
し
て
覚

え
る
知
識
や
技
術
・
ス
キ
ル
が
多
い
の
で
、
何

事
に
も
好
奇
心
（
興
味
）
を
持
っ
て
臨
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
目
標
に
向
か
っ
て
こ
れ
か

ら
４
年
間
、
本
学
で
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
社

会
や
技
術
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、
こ
れ

に
柔
軟
に
適
応
し
、
新
た
な
分
野
を
切
り
拓
い

て
い
け
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
入
学
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
４
日

東
京
工
科
大
学
学
長　

軽
部 

征
夫



2019 度　学園祭日程のお知らせ

紅華祭 （八王子キャンパス）

かまた祭 （蒲田キャンパス）

日程：10月13日（日）、14日（月）
場所：東京工科大学八王子キャンパス
交通：JR八王子みなみ野駅・JR八王子駅南口より
　　　スクールバスをご利用下さい。

日程：11月2日（土）、3日（日）
場所：東京工科大学蒲田キャンパス
交通：JR京浜東北線・東急池上線・東急多摩川線
　　「蒲田」駅西口から徒歩２分

八王子 蒲　田
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３
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）
の
５
日

間
、
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
厚
生
棟
に
お
い
て
約

６
０
０
社
の
企
業
採
用
担
当
者
を
お
招
き
し

て
、
学
部
３
年
生
（
八
王
子
・
蒲
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
）お
よ
び
大
学
院
修
士
１
年
生
対
象
の『
学

内
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
、
延
べ
約

２
５
０
０
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
部

で
は
景
気
が
悪
化
傾
向
に
あ
る
と
の
報
道
も
あ

り
ま
す
が
、
今
年
度
も
企
業
の
採
用
意
欲
は
依

然
と
し
て
高
く
、
参
加
し
た
学
生
も
会
社
概
要

や
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
な
ど
を
真
剣
に
聴
い
て
お

り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
工
学
部
の

コ
ー
オ
プ
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
企

業
約
90
社
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
採
用
に
向

け
て
様
々
な
お
話
し
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

５
月
22
日
（
水
）
に
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
本

部
棟
に
お
い
て
、
23
社
の
企
業
採
用
担
当
者
を

お
招
き
し
て
、『
八
王
子
近
隣
地
域
学
内
合
同

企
業
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
説
明
会
は
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

と
の
共
同
企
画
で
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
学
生
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

地
元
企
業
で
地
域
に
貢
献
し
た
い
学
生
が
両

校
合
わ
せ
て
約
１
１
０
名
参
加
し
、
企
業
採
用

担
当
者
か
ら
は
自
社
の
概
要
や
エ
ン
ト
リ
ー
方

法
、
地
元
で
働
く
こ
と
の
意
義
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
年
次
（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
予
定
者
）

の
就
職
活
動
は
、
早
期
化
が
進
み
６
月
の
時
点

で
デ
ザ
イ
ン
学
部
学
生
は
昨
年
同
様
多
く
の
学

生
が
内
定
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後

も
就
職
活
動
を
継
続
し
更
に
自
分
に
適
し
た
企

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

３
年
次
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
け
て
の

講
座
を
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ
で
受
け
、
学
生

達
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
の
意
味
や
参
加
に
あ
た
っ
て
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
の
為
の

学
内
個
別
企
業
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、
す
で

に
３
年
次
の
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
医

「
学
内
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

「
八
王
子
近
隣
地
域
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」

を
開
催

就
職
活
動
の
早
期
化
と
低
学
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

療
保
健
学
部
に
お
い
て
は
、
看
護
学
科
学
生
が

他
学
科
に
先
行
し
多
く
の
学
生
が
内
定
を
持
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
各
学
科
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
履
歴
書
講
座
・
Ｅ
Ｓ
講

座
・
マ
ナ
ー
講
座
・
メ
イ
ク
講
座
・
業
界
セ
ミ

ナ
ー
・
卒
業
生
講
話
な
ど
４
年
次
を
中
心
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
２
年
次
に
対
し
て
は
こ
れ
か

ら
の
実
習
を
見
据
え
た
接
遇
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
超
売
り
手
市
場
が
変
化
し
つ
つ
あ

り
、
徐
々
に
医
療
職
も
選
ば
れ
る
時
代
へ
移
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
据
え
低
学
年
か
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
徐
々
に
増
や
し
学
生
の
意
識

向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
学
部
３
年
次
に
「
２
０
２
０
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
か
ら
就
職
活
動
本
番
ま
で
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
学
生
の
健
闘
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

八
王
子

八
王
子

蒲
　
田

大
学
事
務
局
便



★：要注意 ( 土曜日・祝日開講または振替授業実施日 )

八王子キャンパス

授業開始、祝日授業開講★ 9月23日(月)

宇宙の学校③ 9月29日(日)

履修登録 9月30日(月)～10月3日(木)

履修登録確認・修正 10月4日(金）

紅華祭（学園祭） 10月13日(日)～14日(月)

紅華祭に伴う後片付けのため、全学部・全学年の開講科目について、15日
(火)を休講とする。

秋期保護者会（一部対象者のみ、個別面談） 10月13日(日)

宇宙の学校④ 10月20日(日)

祝日授業開講★ 11月4日(月)

補講★ 11月9日(土)

振替授業(大学院及び工学部機械工学科の
クォーター開講科目)★

11月22日(金）
【火曜日授業】

ＡＯ入試合格者入学準備ガイダンス★ 11月23日(土)

指定校推薦入試合格者入学準備ガイダンス★ 12月8日(日)

後期末試験時間割発表 12月中旬

冬期休業 12月26日(木)～1月5日(日)

補講★ 1月11日(土)

授業終了 1月21日(火)

授業開講予備日
(自然災害等で休講となった場合の振替日）)

1月22日(水)

後期末試験 1月23日(木)～2月4日(火)
最終日は予備日
1月25日(土)、27日(月)は除
く、2月1日(土）は含む

卒業論文審査日 2月上旬

再試験 2月19日(水)～2月26日(水)
最終日は予備日

成績表（後期）交付 3月中旬

学位記授与式 3月19日(木)予定

編入生(新入生)ガイダンス 3月23日(月)予定

在学生ガイダンス、健康診断 3月24日(火)～27日(金)予定

蒲田キャンパス

授業開始 9月9日(月)

後期科目履修修正期間 9月9日(月)～9月13日(金)

祝日授業開講★ 9月23日(月)

医療保健学部卒業研究発表会 9月中旬～10月中旬(予定)

かまた祭（学園祭） 11月2日(土)～3日(日)

かまた祭に伴う準備および後片付けのため、全学部全学年の開講科目につい
て、11月1日(金)・5日(火)を休講とする

後期末試験時間割発表 12月上旬

月曜日振替授業★ 12月24日(火)

授業開講予備日
(自然災害等で休講となった場合の振替日

12月25日(水)

冬期休業 12月26日(木)～1月5日(日)

補講 1月8日(水)～9日(木)

授業終了 1月14日(火)

後期末試験 1月15日(水)～1月24日(金)

デザイン学部卒業制作展 2月1日(土)～4日(火)

後期再試験 2月3日(月)～6日(木)

成績表交付 3月中旬

学位記授与式 3月19日(予定)

在学生ガイダンス、健康診断、就職関連行事等 3月24日(木)～31日(火)予定

八王子 蒲　田
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八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
の
学
部
・
大
学
院

で
は
、
２
０
２
０
年
度
以
降
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
１
時
限
90
分
、
１
学
期
15
週
か
ら
、
１
時
限

１
０
０
分
、
１
学
期
14
週
に
時
間
割
を
変
更
い

た
し
ま
す
。
定
期
試
験
に
つ
い
て
は
、
14
週
の

授
業
期
間
終
了
後
に
設
定
い
た
し
ま
す
。

１
時
限
を
１
０
０
分
と
す
る
こ
と
で
、
１
つ

の
授
業
科
目
に
か
け
る
時
間
が
多
く
な
る
こ
と

に
加
え
、
例
え
ば
、
前
半
の
50
分
と
後
半
の
50

分
で
異
な
る
授
業
形
態
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業

を
よ
り
展
開
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま

た
、

従

来

本

学

で

使

用

し

て

き

た

m
o
o
d
l
e

を
使
っ
た
予
習
復
習
、
映
像

を
使
っ
た
反
転
授
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
学
生
の
総
学
修
時
間
も
向
上
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
教
育
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
や
夏

期
・
春
期
の
休
業
期
間
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
交
通
機
関
の
混
乱
の
可
能
性

を
鑑
み
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
の
７
月

24
日
（
金
）
～
８
月
９
日
（
日
）
な
ら
び
に
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
の
８
月
25
日
（
火
）

～
９
月
６
日
（
日
）
に
は
授
業
及
び
試
験
を
行

わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
授
業

時
間
（
90
分
）
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
や
一
部
の
土
曜
日
に
授

業
を
振
り
替
え
て
開
講
し
ま
す
。
年
間
の
学
年

暦
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、
学
内
サ
イ
ト
・

学
生
掲
示
板
を
通
じ
て
周
知
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
学
外
で
の
実
習
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　

本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課

2019 年度後期学内行事予定

２
０
２
０
年
度
以
降
の
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
時
間

割
の
変
更
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
度
前
期
の
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス

授
業
・
試
験
日
程
に
つ
い
て

2020 年度以降の八王子キャンパス時間割

時　　限 2020 年度以降 現　　行

1 時限 8:50 ～ 10:30 9:00 ～ 10:30

休み時間 15 分 15 分

2 時限 10:45 ～ 12:25 10:45 ～ 12:15

昼休み 50 分 60 分

3 時限 13:15 ～ 14:55 13:15 ～ 14:45

休み時間 15 分 15 分

4 時限 15:10 ～ 16:50 15:00 ～ 16:30

休み時間 15 分 15 分

5 時限 17:05 ～ 18:45 16:45 ～ 18:15

コ
ー
オ
プ
、
海
外
語
学
研
修
な
ど
様
々
な
学
外

活
動
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
交
通
機
関
の
混
乱

の
可
能
性
を
鑑
み
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期

間
の
７
月
24
日
～
８
月
９
日
な
ら
び
に
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
の
８
月
25
日
～
９
月
６
日

に
は
授
業
及
び
試
験
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

す
（
前
期
末
試
験
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
後
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
ま
で
の
期
間
に
実
施
予

定
で
す
）。
学
外
で
の
実
習
に
つ
い
て
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
具
体
的
な
学

年
暦
や
各
種
取
扱
窓
口
時
間
に
つ
い
て
は
、
決

定
次
第
、
学
内
サ
イ
ト
を
通
じ
て
周
知
い
た
し

ま
す
。

本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課

八
王
子

蒲
　
田
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KOUKADAI INFORMATION

平
成
31
年
１
月
７
日
（
人
命
第
０
０
０
１
０
４
４
号
）

　

～
令
和
元
年
６
月
４
日
（
人
命
第
０
０
０
１
０
６
０
号
）
ま
で
を
掲
載

平
成
31
年
2
月
1
日　
　
　

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
助
教　
　

島
峰
徹
也

平
成
31
年
4
月
1
日　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

串
田
高
幸

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

佐
藤
公
則

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

青
木
輝
勝

片
柳
研
究
所
教
授　
　

田
中
義
久

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授　

岩
月
す
み
江

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
准
教
授　
　

細
野　

繁

メ
デ
ィ
ア
学
部
講
師　
　

川
島
基
展

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
講
師　
　

忽
那
俊
樹

教
養
学
環
講
師　

肥
後
梨
恵
子

デ
ザ
イ
ン
学
部
講
師　
　

御
幸
朋
寿

工
学
部
機
械
工
学
科
助
教　
　

兎　

珍
碩

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
助
教　
　

美
井
野
優

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教　

浅
海
く
る
み

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教　
　

櫻
井
亜
子

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
助
教　
　

太
箸
俊
宏

デ
ザ
イ
ン
学
部
助
教　
　

小
山
祐
輔

応
用
生
物
学
部
実
験
助
手　
　

恒
川
友
紀

工
学
部
応
用
化
学
科
実
験
助
手　
　

加
山
雅
輝

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
実
験
助
手　
　

土
田
洋
介

令
和
元
年
５
月
１
日　
　
　
　

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手　

宇
根
川
杏
子

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手　
　

宮
内　

唯

平
成
31
年
4
月
1
日　
　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課　
　

西
山
和
希

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
業
務
課　
　
　

石
川
雄
一

研
究
協
力
部
研
究
協
力
課　
　
　
　
　

石
原
絵
里
花

平
成
31
年
4
月
1
日

命　

副
学
長
（
企
画
・
研
究
担
当
）
・
片
柳
研
究
所
長
（
再
任
）

片
柳
研
究
所
教
授　
　

香
川　

豊

命　

副
学
長
（
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
）

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授　
　

梅
田　

勝

採　　

用
（
教　　

員
）

人
事
（
採
用
・
任
命
・
昇
格
・
退
職
）・
訃
報

採　　

用
（
職　　

員
）

任　　

命
（
教　　

員
）

命　

副
学
長
（
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
）
・
学
生
部
長　

工
学
部
機
械
工
学
科
教
授　
　

大
山
恭
弘

命　

応
用
生
物
学
部
長　
　
　
　
　
　
　

応
用
生
物
学
部
教
授　
　

横
山
憲
二

命　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
（
再
任
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

竹
田
昌
弘

命　

メ
デ
ィ
ア
学
部
長
（
再
任
）　
　
　

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授　
　

柿
本
正
憲

命　

工
学
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

工
学
部
応
用
化
学
科
教
授　
　

山
下　

俊

命　

医
療
保
健
学
部
長　
　

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
教
授　
　

篠
原
一
彦

命　

デ
ザ
イ
ン
学
部
長　
　
　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授　
　

伊
藤
丙
雄

命　

教
養
学
環
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
養
学
環
教
授　
　

勝
浦
寿
美

命　

工
学
部
機
械
工
学
科
長　
　
　

工
学
部
機
械
工
学
科
教
授　
　

古
井
光
明

命　

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
長工

学
部
電
気
電
子
工
学
科
教
授　
　

高
木
茂
行

命　

工
学
部
応
用
化
学
科
長　
　
　

工
学
部
応
用
化
学
科
教
授　
　

高
橋
昌
男

命　

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
長
（
再
任
）

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授　

野
澤
美
江
子

命　

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
長

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
教
授　
　

田
仲
浩
平

命　

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
長

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
教
授　
　

中
山　

孝

命　

医
療
保
健
学
部
作
業
療
法
学
科
長

医
療
保
健
学
部
作
業
療
法
学
科
教
授　

安
部
あ
き
こ

命　

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
長

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
長　
　

岡
崎
充
宏

命　

学
長
補
佐
・
先
進
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
・
教
務
部
長

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

大
野
澄
雄

命　

学
長
補
佐
・
就
職
部
長　
　
　
　
　

応
用
生
物
学
部
教
授　
　

矢
野
和
義

命　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長(

再
任)

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
補
佐

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

田
胡
和
哉

命　

応
用
生
物
学
部
長
補
佐　
　
　
　
　

応
用
生
物
学
部
教
授　
　

岩
渕
徳
郎

浦
瀬
太
郎

加
藤　

輝

命　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
補
佐
（
再
任
）

　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　

ラ
イ
エ
ル
・
グ
リ
ム
ベ
ル
ゲ
ン

生
野
壮
一
郎

命　

メ
デ
ィ
ア
学
部
長
補
佐
（
再
任
）　

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授　

佐
々
木
和
郎

大
淵
康
成

命　

メ
デ
ィ
ア
学
部
長
補
佐　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授　
　

三
上
浩
司

命　

デ
ザ
イ
ン
学
部
長
補
佐
・
大
学
評
議
会
委
員

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授　
　

酒
百
宏
一

命　

デ
ザ
イ
ン
学
部
長
補
佐　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授　
　

本
郷
信
二

命　

教
養
学
環
長
補
佐　
　
　
　
　
　
　

教
養
学
環
教
授　
　
　

落
合
浩
太
郎

神
谷
明
美

命　

大
学
評
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　

応
用
生
物
学
部
教
授　
　

秋
元
卓
央

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　

松
下
宗
一
郎

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授　

竹
島
由
里
子

工
学
部
機
械
工
学
科
教
授　
　

松
尾
芳
樹

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授　
　

妹
尾
弘
子

教
養
学
環
教
授　
　

石
塚
美
佳

命　

大
学
院
バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
長

応
用
生
物
学
部
教
授　
　

梶
原
一
人

命　

大
学
院
工
学
研
究
科
長
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
長

工
学
部
応
用
化
学
科
教
授　
　

片
桐
利
真

命　

大
学
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
長
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻
長

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授　
　

池
田
政
治

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
長

応
用
生
物
学
部
教
授　
　

杉
山
友
康

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

石
畑
宏
明

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授　
　

菊
地　

司

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻
長

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

竹
田
昌
弘

命　

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
勤
務　
　
　
　
　
　
　
　

教
授　
　

梅
田　

勝

命　

先
進
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　
　

安
藤
公
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
教　
　

宮
坂
秋
津

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

　
　

博
士
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
担
当

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

串
田
高
幸

　
　

佐
藤
公
則

　
　

青
木
輝
勝

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
准
教
授　
　

細
野　

繁

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
後
期
課
程
担
当

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授　
　

寺
澤
卓
也

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻

　
　

博
士
前
期
課
程
担
当　
　
　
　
　
　

応
用
生
物
学
部
助
教　
　

丸
山
竜
人

　
　

伊
澤
千
尋

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

　
　

博
士
前
期
課
程
担
当　
　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
学
部
助
教　
　

戀
津　

魁

命　

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
及
び

　
　

博
士
後
期
課
程
担
当　
　
　
　

工
学
部
機
械
工
学
科
教
授　
　

大
山
恭
弘

　
　

余　

錦
華

　

福
島
Ｅ
文
彦

　
　

古
井
光
明

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
教
授　
　

木
村
康
男

　
　

新
海　

健

工
学
部
応
用
化
学
科
教
授　
　

片
桐
利
真
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退　　

職
（
教
員
・
職
員
）

平
成
31
年
4
月
1
日

教
授
に
命
ず
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
用
生
物
学
部
准
教
授　
　

西
野
智
彦

メ
デ
ィ
ア
学
部
准
教
授　
　

寺
澤
卓
也

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
准
教
授　
　

苗
村　

潔

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
准
教
授　
　

菅
原　

仁

教
養
学
環
准
教
授　
　

石
塚
美
佳

准
教
授
に
命
ず
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
学
部
講
師　
　

榎
本
美
香

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
講
師　
　

井
口　

理

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
講
師　
　

廣
田
雅
子

デ
ザ
イ
ン
学
部
講
師　
　

加
藤
一
葉

　
　

酒
井　

正

助
教
に
命
ず
る　
　
　
　
　
　
　
　

工
学
部
応
用
化
学
科
助
手　
　

入
谷
康
平

任　　

命
（
職　　

員
）

昇　　

格

平
成
31
年
4
月
1
日

命　

事
務
局
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
課
勤
務　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木
祐
治

命　

事
務
局
局
長
・
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
部
長
兼
務　
　
　
　

山
田
宏
治

命　

入
試
・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐　
　

南　

枝
里

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
部
長
・
研
究
協
力
部
長

　
　

学
長
室
担
当
部
長
兼
務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
祐
輔

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

早
川
和
美

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
課
長　
　
　
　

久
保　

新

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
部
長

　
　

入
試
・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
担
当
部
長
兼
務

豊
嶋
信
一

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
課
長
補
佐
（
課
長
事
務
取
扱
）

田
口　

明

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
課
長
補
佐

　
　

学
生
会
館
副
館
長
兼
務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
耕
稔

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
課
長
補
佐　
　
　
　
　
　

秋
山
佳
子

命　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　
　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
（
課
長
待
遇
）　
　
　
　

三
好
公
秀

命　

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
次
長
、
業
務
課
課
長
兼
務　
　
　

菅
野
真
智
男

命　

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課
課
長
補
佐
（
課
長
事
務
取
扱
）鬼

沢　

悟

命　

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課
課
長
補
佐
（
課
長
事
務
取
扱
）

石
田
親
司

命　

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部

　
　
　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
（
課
長
待
遇
）　
　
　
　

岸
田
克
明

命　

研
究
協
力
部
研
究
協
力
課
課
長
補
佐
（
課
長
事
務
取
扱
）　
　

大
和
佳
介

平
成
31
年
1
月
20
日　
　
　
　
　
　
　
　

片
柳
研
究
所　

助
教　
　

岩
崎
雅
子

平
成
31
年
2
月
14
日

事
務
局
入
試
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

森　

礼
介

平
成
31
年
3
月
31
日

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

目
黒
良
門

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授　
　

山
岡
俊
平

教
養
学
環
教
授　
　

奥　

正
廣

メ
デ
ィ
ア
学
部
講
師　
　

大
原
延
恵

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
講
師　
　

影
山
佳
奈

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
講
師　
　

飛
山
義
憲

応
用
生
物
学
部
助
教　
　

筒
井
裕
文

メ
デ
ィ
ア
学
部
助
教　
　

加
納　

徹

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教　

染
谷
奈
々
子

　
　

森　

陽
子

　
　

鈴
木
佳
代

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
助
教　
　

吉
松
竜
貴

　
　

三
根
幸
彌

　
　

忽
那
俊
樹

片
柳
研
究
所
助
教　
　

北
澤
留
弥

デ
ザ
イ
ン
学
部
助
教　
　

御
幸
朋
寿

応
用
生
物
学
部
実
験
助
手　
　

岸　

千
紘

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
実
験
助
手　
　

甲
田
陽
平

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手　
　

井
上
舞
美

　
　

山
本
貴
子

　
　

古
澤
枝
里

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
課　

成
ヶ
沢
秀
広

　
　

宮
川
善
男

　
　

小
坂
政
徳

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
課　

植
木
由
美
子

研
究
協
力
課　
　

塚
本　

勝

訃
　
　
報

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
塩
谷

　
光

　
名
誉
教
授　
　

平
成
31
年
1
月
7
日
逝
去　

享
年
87
歳

　
　

　

昭
和
61
年
か
ら
東
京
工
科
大
学
工
学
部
情
報
工
学
科
教
授
と
し
て
勤
務
、
工

学
部
情
報
工
学
科
主
任
教
授
及
び
工
学
部
長
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、
平
成
13
年

3
月
に
退
職
。
平
成
13
年
4
月
か
ら
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
。

工
学
部
応
用
化
学
科
教
授　
　

山
下　

俊

　
　

江
頭
靖
幸

　
　

須
磨
岡
淳

　
　

高
橋
昌
男

　
　

西
尾
和
之

　
　

原　

賢
二

工
学
部
応
用
化
学
科
准
教
授　
　

森
本　

樹

工
学
部
機
械
工
学
科
准
教
授　

大
久
保
友
雅

命　

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
担
当

工
学
部
機
械
工
学
科
教
授　
　

高
橋
秀
智

　
　

松
尾
芳
樹

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
教
授　
　

高
木
茂
行

　
　

茂
庭
昌
弘

　
　

鶴
岡　

誠

　
　

前
田
就
彦

　
　

黒
川
弘
章

工
学
部
機
械
工
学
科
准
教
授　
　

三
田
俊
裕

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
准
教
授　

松
永
真
由
美

　
　

天
野
直
紀

工
学
部
機
械
工
学
科
講
師　
　

関
口
暁
宣

工
学
部
応
用
化
学
科
講
師　
　

上
野　

聡

命　

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻
修
士
課
程
担
当

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授　
　

池
田
政
治

　
　

黒
川
修
一

　
　

伊
藤
丙
雄

　
　

暮
沢
剛
巳

　
　

酒
百
宏
一

　
　

本
郷
信
二

　

松
永
誠
一
郎

デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授　
　

宮
元
三
恵

　
　

伊
藤
英
高

　
　

末
房
志
野

　
　

酒
井　

正

　
　

加
藤
一
葉

デ
ザ
イ
ン
学
部
講
師　
　

大
西
景
太

　
　

中
島
健
太

　
　

田
村
吾
郎

　
　

深
澤
健
作

命　

Ｉ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
長
（
再
任
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

七
丈
直
弘

令
和
元
年
６
月
１
日

命　

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻
長

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授　
　

七
丈
直
弘
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承認番号・学部 実験課題 実験目的 実験動物種

第 A18BS-002 号
応用生物学部

アポトーシスによる退行期誘導
に与える育毛薬剤の影響検討と
毛乳頭細胞の単離培養

毛周期の退行期誘導にはアポトーシスが関与しているが、関与の仕組みはまだ十分に理
解されていない。本研究ではマウスヒゲ毛包の器官培養およびマウスヒゲ毛乳頭細胞の
培養によって、その仕組みの一端を明らかにすることを目的とする。併せて、退行期誘
導に対する育毛薬剤 6 種 ( セファランチン、イソテトランドリン、ベルバミン、シクレ
アニン、FK506、Ascomycin) の影響を評価する。

マウス 12 匹
2019 年 2 月
実施分まで

第 A18BS-003 号
応用生物学部

食品由来成分の動脈硬化に対す
る効果検証

ライ麦由来アルキルレゾルシノール（ARs）について、ブドウ種子由来レスベラトロー
ルを陽性対照として動脈硬化に対する予防、治療効果を評価する。この評価により、
ARs の機能性食品としての有用性を検証する。

マウス 30 匹
2019 年 3 月
実施分まで

第 A18BS-004 号
応用生物学部

シクロスポリンＡの発毛機構の
解析

シクロスポリン A はマウスで発毛を起こすが、その作用機序は不明である。本実験は、
マウス毛包におけるシクロフィリン ( シクロスポリン A の結合タンパク ) の発現部位
を解析することを目的とする。

マウス 4 匹
2019 年 3 月
実施分まで

第 A18BS-005 号
応用生物学部

プラセンタエキスとペプチドに
よる毛成長調節機構の解析

動物組織から抽出され加工されたプラセンタエキスと機能性ペプチドは実験動物マウ
スの毛成長に影響を与えることがわかった。本研究ではマウスヒゲ毛包の器官培養及
びマウスヒゲ毛乳頭細胞の培養によって、その機構を解析することを目的とする。

マウス 18 匹
2019 年 3 月
実施分まで

第 A19BS-001 号
応用生物学部

発酵食品の摂取によってもたら
される健康機能性に関する研究

本実験では発酵食品をマウスに摂取させ、マウスの腸内細菌叢に及ぼす影響を検討す
ることを第一の目的とする。発酵食品の摂取によって腸内細菌叢が改善された場合、
①血液の生化学的パラメーター、②肝臓の脂質代謝、③腸管免疫、等において 2 次的
な改善や賦活化を期待することができる。そこで解剖時に血液や肝臓を回収し、これ
らを対象とした機能解析も行う。また、腸管内に分泌される IgA やムチンを指標とし
た腸管解析も行う。

マウス 48 匹
2020 年 3 月
実施分まで

第 A19BS-002 号
応用生物学部

プラセンタエキスとペプチドに
よる毛成長調節機構の解析

動物組織から抽出され加工されたプラセンタエキスと機能性ペプチドは実験動物マ
ウスの毛成長に影響を与えることがわかった。本研究ではマウスヒゲ毛包の器官培　　
養及びマウスヒゲ毛乳頭細胞の培養によって、その機構を解析することを目的とする。

マウス 18 匹
2019 年 9 月
実施分まで

KOUKADAI INFORMATION

動物実験実施状況

試験日 合格発表日 学部・学科 入試区分

9 月 21 日（土）

10 月 4 日（金）

応用生物学部、コンピュータサイエンス学部、メディア学部、工学部

・ＡＯ入試9 月 28 日（土） デザイン学部、医療保健学部 看護学科、作業療法学科

9 月 29 日（日） 医療保健学部臨床工学科、理学療法学科、臨床検査学科

11 月 10 日（日） 11 月 25 日（月）
応用生物学部、コンピュータサイエンス学部
メディア学部、工学部（工学部は 2 年次編入のみ）

・編入学一般選抜
・編入学指定高専推薦＊工学部・応用生物学部を除く

・編入学（外国人留学生推薦）＊工学部を除く

11 月 16 日（土）

11 月 25 日（月）

デザイン学部
・指定校推薦（高等学校・専門学校）
・外国人留学生特別推薦

医療保健学部
・指定校推薦（高等学校・専門学校）
・外国人留学生特別推薦

11 月 17 日（日）
応用生物学部、コンピュータサイエンス学部
メディア学部、工学部

・指定校推薦（高等学校・専門学校）
・外国人留学生試験
・外国人留学生指定校推薦（附属日本語学校等）
・外国人留学生特別推薦

1 月 27 日（月） 1 月 31 日（金） 全学部 ・奨学生入試

1 月 18 日（土）
1 月 19 日（日）

2 月 19 日（水）

全学部
・センター利用試験前期
　注：本学での個別学力試験は実施しない

2 月 7 日（金）
2 月 8 日（土）
2 月 9 日（日）
2 月 10 日（月）

全学部 ・一般入試Ａ日程

1 月 18 日（土）
1 月 19 日（日）

3 月 4 日（水）
応用生物学部、コンピュータサイエンス学部
メディア学部、工学部、デザイン学部

・センター利用試験後期
　注：本学での個別学力試験は実施しない

2 月 29 日（土） 3 月 13 日（金） 全学部 ・一般入試Ｂ日程

2020 年度入学者選抜日程表

学　　　部 人数

応 用 生 物 学 部 272

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 学 部 347

メ デ ィ ア 学 部 341

工 学 部

機 械 工 学 科 97

電 気 電 子 工 学 科 118

応 用 化 学 科 73

医 療 保 健 学 部

看 護 学 科 96

臨 床 工 学 科 92

理 学 療 法 学 科 76

作 業 療 法 学 科 29

臨 床 検 査 学 科 70

デ ザ イ ン 学 部 207

学 　 部 　 計 1818

大学院バイオ・情報メディア研究科 人数

バ イ オ ニ ク ス 専 攻 44

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 専 攻 29

メ デ ィ ア サ イ エ ン ス 専 攻 24

ア ン ト レ プ レ ナ ー 専 攻 22

研 　 究 　 科 　 計 119

合　　　　計 1937

学　　　部 希望者 就職者 就職率 進学者

応 用 生 物 学 部 233 230 98.7% 35

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 学 部 322 312 96.9% 18

メ デ ィ ア 学 部 293 273 93.2% 27

工 学 部

機 械 工 学 科 82 81 98.8% 13

電 気 電 子 工 学 科 103 103 100.0% 14

応 用 化 学 科 52 52 100.0% 20

医 療 保 健 学 部

看 護 学 科 95 95 100.0% 0

臨 床 工 学 科 91 65 71.4% 1

理 学 療 法 学 科 76 75 98.7% 0

作 業 療 法 学 科 29 27 93.1% 0

臨 床 検 査 学 科 69 62 89.9% 1

デ ザ イ ン 学 部 193 183 94.8% 5

学 　 部 　 計 1638 1558 95.1% 134

大学院バイオ・情報メディア研究科 希望者 就職者 就職率 進学者

バ イ オ ニ ク ス 専 攻 39 39 100.0% 4

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 専 攻 24 24 100.0% 0

メ デ ィ ア サ イ エ ン ス 専 攻 18 15 83.3% 0

ア ン ト レ プ レ ナ ー 専 攻 7 7 100.0% 0

研 　 究 　 科 　 計 88 85 96.6% 4

合　　　　　計 1726 1643 95.2% 138

平成 30 年度学部卒業者 ・ 大学院修了者数 平成 30 年度就職状況
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承認番号・学部 実験課題 実験目的

第 18BS-002 号
応用生物学部

緑 藻 Chlamydomonas reinhardtii
の glycerol お よ び γ -tocopherol
生合成経路に係る遺伝子の増強と
外来タンパク質の発現評価

C. reinhardtii の glycerol およびγ -tocopherol を生産する代謝フローを強化し、細胞内貯蔵化合物
glycerol と脂溶性抗酸化物質γ -tocopherol の効率的な生産を目指す。また C. reinhardtii における外
来遺伝子由来のタンパク質の発現を簡便に評価するため、C. reinhardtii で緑色蛍光タンパク質 (green 
fluorescent protein (GFP)) を発現させる評価系の構築を目指す。

第 19BS-001 号
応用生物学部

機能性タンパク質の創製
異なるタンパク質配列を連結させた融合タンパク質や、生理活性タンパク質の部分配列を遺伝子組換え
技術で作製し、機能や安定性が向上した新規タンパク質の創製を目指す。

第 19BS-002 号
応用生物学部

環境浄化植物の作出と解析
塩生植物や耐乾性植物のストレス耐性機構を分子レベルで明らかにし、砂漠やヤセ地などの不良環境を
改善する植物を開発し、性能評価を行う。また、ポトスをはじめとした植物のもつホルムアルデヒド浄
化能力を増強して効果を評価する。

第 19HS-003 号
医療保健学部

HTLV-1 感染による炎症性サイ
トカイン産生機序の解明

ヒト T 細胞白血病ウイルス I 型（HTLV-1）は、成人 T 細胞白血病 / リンパ腫（ATL）や HTLV-1 関
連脊髄症 / 熱帯性痙性麻痺（HAM/TSP）の病因である。これら疾患の発症機構の解明と治療法の探索
を最終目的に、T 細胞や単球系細胞での炎症性サイトカインの発現を解析する。更に、その産生に関わ
るパターン認識受容体やアダプター分子を培養細胞に発現させて転写因子の活性化や生化学的解析を行
い、HTLV-1 RNA の認識機序の解明を目指す。

遺伝子組換え実験実施状況

外部研究費関連 （科研費 ・ 受託研究費 ・ 奨学寄附金 ・ 共同研究費 ・ その他）

１． 科学研究費助成事業採択課題一覧 新規課題

２． 科学研究費助成事業採択課題一覧 継続課題

新学術領域研究 （研究領域提案型）

新学術領域 ( 研究領域提案型 )	

基盤研究 （A） （海外学術調査）

基盤研究 （B） （一般）

基盤研究 （B） （一般）

基盤研究 （C） （一般）

特別研究員奨励費 （外国人）

若手研究

所 　　属 研究代表者 研究課題名

応用生物学部　助教 岡田　麻衣子 ユビキチン鎖種特異的な高感度アプタマーアレイの開発

所　　属 研究代表者 研究課題名

工学部応用化学科　教授 原　賢二 固体表面上における金属錯体の精密固定化による高機能化触媒の創製

所　　属 研究代表者 研究課題名

工学部応用化学科　教授 江頭　靖幸 耐塩性蒸散促進樹種と耕作放棄農地を利用した塩害・湛水害対策用の植林システムの構築

所　　属 研究代表者 研究課題名

教養学環　教授 稲葉　竹俊 大規模学習データの分析・可視化と介入機能を有する知的 PBL 学習環境の運用と評価

デザイン学部　教授 暮沢　剛巳 万国博覧会に見る「日本」-- 芸術・メディアの視点による国際比較

所　　属 研究代表者 研究課題名

医療保健学部作業療法学科　准教授 友利　幸之介 リハビリテーションにおける活動と参加レベルの行動変容を促す目標設定アプリの開発

所　　属 研究代表者 研究課題名

応用生物学部　教授 今井　伸二郎 健康寿命を延伸する機能性食品成分の効果検証

コンピュータサイエンス学部　准教授 岩下　志乃 雑談対話システムへの個性の付与とそのコミュニケーションへの影響について

教養学環　准教授 加柴　美里 ミトコンドリア呼吸鎖超複合体へのコエンザイム Q10 輸送機構の解明

コンピュータサイエンス学部　講師 金光　永煥 クラウド間連携と仮想化ファンクション集約による計算資源の有効利用に関する研究

工学部電気電子工学科　教授 黒川　弘章 入れ子構造を持つ粒子群最適化を用いた分岐解析アルゴリズムの高速化

医療保健学部理学療法学科　教授 清水　潤 炎症性筋疾患における免疫チェックポイント分子とマクロファージの役割に関する検討

医療保健学部臨床工学科　教授 苗村　潔 血液透析の血管像とシャント音の自動計測とウェアラブル穿刺支援デバイスの開発

応用生物学部　教授 野嶽　勇一 豆乳の乳酸菌発酵ろ液が示す非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）改善作用の解析

メディア学部　准教授 羽田　久一 環境からの風覚刺激による VR 体験の強化

医療保健学部看護学科　講師 望月　良美 産後腱鞘炎予防のための看護介入プログラムの開発と評価

工学部応用化学科　准教授 森本　樹 C2 化合物を生成する光触媒反応系の開発

応用生物学部　教授 矢野　和義 蛍光増強のためのナノ積層構造を有した高感度バイオチップの創製

所　　属 研究代表者 研究課題名

工学部機械工学科　教授 大山　恭弘 ソーシャルビッグデータに基づく影響最大化アルゴリズムと推奨応用に関する研究

工学部機械工学科　教授 余　錦華 永久磁石同期電動機の磁場消失の故障診断と耐故障制御

所　　属 研究代表者 研究課題名

医療保健学部作業療法学科　助教 大野　勘太 カナダ作業遂行測定 (COPM) の測定精度向上ならびに MCID の推定に関する研究

医療保健学部臨床工学科　助教 笠井　亮佑 バーチャルリアリティを活用した生理学的神経活動に基づく体性痛緩和の定量的評価

コンピュータサイエンス学部　助教 伏見　卓恭 潜在的スポットへの回遊を考慮した観光行動促進に関する研究
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３． 科学研究費助成事業採択課題一覧 延長課題

基盤研究 （C） （一般）

挑戦的萌芽研究

若手研究 （B）

若手研究

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費 （外国人）

所　　属 研究代表者 研究課題名

片柳研究所　講師 安藤　公彦 ディープラーニングを用いた教育ビックデータ解析による要ケア学生の早期抽出の実践

コンピュータサイエンス学部　教授 石畑　宏明 コンピュータエンジニアリング系科目を対象にしたアジャイル講義環境の研究

医療保健学部臨床検査学科　講師 榎本　みのり クロノタイプ別睡眠負債解消の機能解明

メディア学部　教授 松永　信介 KABC- Ⅱを特性因子に加味した算数困難ろう児への算術学習支援 AHS の構築

コンピュータサイエンス学部　准教授 森本　千佳子 ICT プロジェクトの開発プロセスとチーム形成段階の関係に関する研究

所　　属 研究代表者 研究課題名

医療保健学部看護学科　教授 野澤　美江子 現代社会が求める生殖看護にかかわる看護師のコンピテンシーモデルの創生

所　　属 研究代表者 研究課題名

コンピュータサイエンス学部　助教 相田　紗織 3 次元立体視空間における数量判断過程の心理物理・脳科学的解明

医療保健学部臨床検査学科　助教 奥橋　佑基 Notch シグナルによる白血病細胞増殖機構の解明

所　　属 研究代表者 研究課題名

医療保健学部看護学科　准教授 井口　理 都市部における「互助」の概念明確化と評価尺度の開発

医療保健学部臨床検査学科　助教 亀田　貴寛 臨床検査への応用を目指した高比重リポ蛋白の新たな機能測定法の開発

メディア学部　助教 鶴田　直也 見立て遊びを通したデザイン支援と良い形の自動生成に関する研究

所　　属 研究代表者 研究課題名

医療保健学部臨床検査学科　助手 國枝　泰希 若年層における食後高血糖の実態解析

応用生物学部　助教 中西　昭仁 緑藻を利用した二酸化炭素から有用物質への直接的生産プラットフｫームの構築

所　　属 研究代表者 研究課題名

工学部機械工学科　教授 福島 E. 文彦 磁気軸受の高効率化と振動除去を目指したロバスト制御系の構築

基盤研究 （C） （一般）

所　　属 研究代表者 研究課題名

コンピュータサイエンス学部　准教授 井上　亮文 プレイヤーのゲーム体験を向上させる立体形状入出力インタフェースの開発と評価

コンピュータサイエンス学部　講師 宇田　隆哉 機械学習による誤りが引き起こす情報セキュリティ問題に関する研究

応用生物学部　教授 浦瀬　太郎 臨床上注意を要する薬剤耐性菌・耐性遺伝子の都市用排水システムでの挙動

応用生物学部　教授 遠藤　泰志 水晶振動子マイクロバランス法による食用油脂の品質評価

メディア学部　准教授 太田　高志 物理的なメタファーによる複数のモバイルデバイスの連携を利用したコンテンツデザイン

医療保健学部臨床検査学科　教授 岡崎　充宏 環境及び院内由来薬剤耐性菌における MLST 解析を指標とした包括的監視体制の構築

メディア学部　助教 越智　景子 携帯情報端末を使った吃音治療の支援と音響特徴の分析の研究

片柳研究所　教授 香川　豊 酸化物系耐環境コーティングの SiC/SiC 基材からの耐剥離特性の定量評価技術

コンピュータサイエンス学部　講師 菊池　眞之 脳の視覚情報処理機構を考慮した深層畳込みニューラルネットワークの研究

工学部電気電子工学科　教授 木村　康男 陽極酸化自立膜型集積化高感度ガスセンサ

医療保健学部理学療法学科　講師 日下　さと美 高齢者にとって疲労の少ない水運搬方法の探索と新たな非常用給水袋などの開発

医療保健学部作業療法学科　教授 酒井　弘美 脳卒中片麻痺に対するスティック型簡易上肢機能訓練機器の開発

デザイン学部　教授 酒百　宏一 地域資源を活かした新たな地域振興と芸術表現のかたち

医療保健学部作業療法学科　准教授 澤田　辰徳 高次脳機能・VR・実車評価の複合による認知機能障害者の多角的運転能力評価の開発

コンピュータサイエンス学部　講師 柴田　千尋 深層学習における内部状態の統計的手法による表現と新しい学習手法の構築

医療保健学部看護学科　教授 澁谷　恵子 男子看護学生の看護技術教育プログラム開発

医療保健学部理学療法学科　教授 菅原　仁 速筋線維を標的とした短期間・低強度レジスタンストレーニング法の開発

工学部応用化学科　教授 高橋　昌男 電気化学的酸化法による次世代電子デバイスに応用可能な絶縁体薄膜低温創製法の開発

メディア学部　教授 竹島　由里子 微分位相解析に基づく高度可視化環境の開発

教養学環　教授 陳　淑梅 中国語発音改善法の提案とそれに基づく発音学習システムの構築と検証

医療保健学部理学療法学科　教授 十島　純子 GPCR の細胞内輸送による活性調節機構の解明

教養学環　准教授 富沢　真也 新しいトポロジカルブラックホール解の構成とその安定性解析

コンピュータサイエンス学部　教授 七丈　直弘 知識創造における不確実性：社会インパクトを高めるための多様性とは

医療保健学部看護学科　准教授 新山　真奈美 若年性認知症者の就労支援に関する研究

工学部機械工学科　教授 古井　光明 マグネシウムパイプの曲げ半径極小化を実現するねじり・ねじり戻し加工プロセスの開発

応用生物学部　教授 松井　徹 脱硫菌と PAH 分解菌による芳香族縮合型複素環化合物分解マトリックス構築と環境浄化

工学部電気電子工学科　准教授 松永　真由美 クロスループ構造による零位相分散特性の実現と偏波・周波数が変化するアンテナ開発

医療保健学部臨床検査学科　講師 三上　あかね 細胞内多標的分子計測技術の開発及びこれを用いた糖化の腫瘍細胞へ及ぼす影響の解析

メディア学部　教授 三上　浩司 広視野角 VR ゲームコンテンツのための注視範囲を考慮したゲームアクションデザイン

応用生物学部　講師 吉田　亘 1 細胞メチル化 DNA 検出法の開発と血中循環腫瘍細胞の簡易検出法への展開

応用生物学部　教授 加藤　輝 酸化剤を用いた DNA メチル化率のピンポイント解析法の開発

若手研究 （B）

所　　属 研究代表者 研究課題名

医療保健学部看護学科　助教 浅海　くるみ 外来化学療法を受ける再発乳がん患者の多重症状の緩和に向けた看護プログラムの開発
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４． 受託研究費

６． 共同研究費

７． その他

５． 奨学寄附金

所　　属 研究者名 研究テーマ 期　間 企業（団体）

コンピュータサイエンス学部　教授 七丈　直弘
Caramic Matrix Composites の解析、強度評
価技術指導

H30.12.1 ～ H31.3.31 三菱重工業株式会社

工学部機械工学科　教授 余　錦華
UAV 用ヘルツホルム型消音器の試作及び性
能評価試験

H30.12.20 ～ H31.3.20 株式会社 菊池製作所

工学部応用化学科　教授 山下　俊 耐熱電着樹脂の基礎研究 H31.4.1 ～ R2.3.31 住友精化株式会社

所　　属 研究者名 研究テーマ 期　間 企業（団体）

コンピュータサイエンス学部　講師 柴田　千尋
自然言語処理基盤技術の教師なし学習方法の開発
研究

H30.12.8 ～ R1.9.30
株式会社デンソー
アイティーラボラトリ

コンピュータサイエンス学部　講師 柴田　千尋 画像認識による仕様検査自動判定モデルの作製 H31.1.7 ～ R1.6.30 トヨタ自動車 株式会社

応用生物学部　教授 杉山　友康 コンクリートの六価クロム抑制方法に関する研究 H31.4.1 ～ R3.3.31 初野建材工業 株式会社

工学部電気電子工学科　教授 高木　茂行
蓄電池の特性評価・回路モデリング・実用化に関
する研究

H30.10.1 ～ R1.9.30 東芝マテリアル 株式会社

工学部電気電子工学科　教授 高木　茂行 ドライエッチングメカニズム解明 H31.2.1 ～ H31.3.29 トヨタ自動車 株式会社

医療保健学部作業療法学科　准教授 友利　幸之介
英語・アジア圏のリハビリテーションにおける目
標設定のための iPad アプリの開発

H31.4.1 ～ R2.3.31
独立行政法人 
日本学術振興会

応用生物学部　助教 中西　昭仁
微生物による美容成分の精算とその利用に関する
研究

H31.4.1 ～ R4.1.31 非公開

応用生物学部　教授 西野　智彦
乳酸菌生産物質の製造工程における培養・発酵工
程改善及び、新たな乳酸菌生産物質の開発のため
の研究

H31.4.1 ～ R2.3.31
株式会社
バイオジェノミクス

医療保健学部臨床検査学科　教授 細萱　茂美
生化学自動分析装置の血漿検体用彩管から直接サ
ンプリングによる測定値へ影響の検討

H31.1.28 ～ H31.3.31
株式会社 
日立ハイテクノロジーズ

工学部応用化学科　教授 山下　俊 ポリイミド樹脂の構造、強度、光透過性の制御 R1.7.1 ～ R2.7.31 コニカミノルタ 株式会社

工学部応用化学科　教授 山下　俊
低温ポリシリコン TFT 用バックプレーン基板用
無色透明基材の開発

H30.12.1 ～ H31.3.31 LG Japan Lab 株式会社

工学部応用化学科　教授 山下　俊

電力機器用革新的機能性絶縁材料の技術開発 / 中
小型発電機および回転機用革新的機能性絶縁材料
の研究開発 / 新規絶縁用樹脂とナノコンポジット
化の研究開発

H29.11.27 ～
住友精化 株式会社

（NEDO プロジェクト）

所　　属 研究者名 研究テーマ 期　間 企業（団体）

片柳研究所　教授 香川　豊 輻射熱反射コーティングによる革新的遮熱技術 H29.4.1 ～ R2.3.31
国立研究開発法人
科 学 技 術 振 興 機 構

（ALCA）

コンピュータサイエンス学部　教授 七丈　直弘
冪則からみる実社会の共進化研究ー AI は非平衡
な複雑系を擬態しうるかー

H29.10.1 ～ R2.9.30
国立研究開発法人
科学技術振興機構
( 社会技術研究開発 )

コンピュータサイエンス学部　教授 七丈　直弘
セラミックス基複合材料の航空機エンジン部材化
技術の開発

H30.11.1 ～ R2.3.31
国立研究開発法人
科学技術振興機構

（SIP 第 2 期）

コンピュータサイエンス学部　教授 七丈　直弘
先端的構造材料・プロセスに対応した逆問題 MI
基盤の構築

H30.11.1 ～ R2.3.31
国立研究開発法人
科学技術振興機構

（SIP 第 2 期）

工学部電気電子工学科　教授 高木　茂行
QCL 素子の高温安定動作に向けた熱解析・放熱
構造の製作技術

H29.11.17 ～ R4.3.31
国立研究開発法人
物質・材料研究機構

（NIMS）

応用生物学部　助教 岡田　麻衣子
核内ホルモン受容体リガンドを利用した難治性 C
型肝炎および脂肪性肝炎制御戦略の構築

H31.4.1 ～ R2.3.31
国立研究法人
日本医療研究開発機構

（AMED）

所　　属 研究者名 企業（団体）

工学部電気電子工学科　准教授 天野　直紀 SMRC 株式会社

工学部電気電子工学科　准教授 天野　直紀 マテラス青梅工業 株式会社

工学部機械工学科　助教 上野　祐樹 公益財団法人 スズキ財団

応用生物学部　教授 遠藤　泰志 築野食品工業 株式会社

応用生物学部　教授 遠藤　泰志 辻製油 株式会社

工学部機械工学科　准教授 大久保　友雅 公益財団法人 トランスコスモス財団

医療保健学部理学療法学科　教授 菅原　仁 花王 株式会社

工学部電気電子工学科　教授 高木　茂行 株式会社 EVTD

工学部電気電子工学科　教授 高木　茂行 株式会社テックスイージー

工学部応用化学科　教授 西尾　和之 公益財団法人 軽金属奨学会

工学部応用化学科　教授 原　賢二 一般社団法人 住まいのカビ対策情報センター

応用生物学部　教授 前田　憲寿 株式会社 ADEKA

メディア学部　教授 三上　浩司 株式会社もももワークス

応用生物学部　講師 吉田　亘 公益財団法人 日本応用酵素協会

その他１件

その他９件

その他１件

その他６件
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科　　　目 金　　　額

収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,421,384,300

手 数 料 収 入 286,044,708

寄 付 金 収 入 69,814,549

補 助 金 収 入 388,358,863

資 産 売 却 収 入 45,355,339

付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 655,053,123

受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 200,798

雑 収 入 239,394,956

借 入 金 等 収 入 0

前 受 金 収 入 3,284,564,129

そ の 他 の 収 入 159,422,422

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,525,851,523

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 69,182,334,700

収 入 の 部 合 計 82,206,076,364

支
出
の
部

人 件 費 支 出 4,539,539,359

教 育 研 究 経 費 支 出 2,136,826,241

管 理 経 費 支 出 1,403,672,605

借 入 金 等 利 息 支 出 0

借 入 金 等 返 済 支 出 0

施 設 関 係 支 出 468,932,468

設 備 関 係 支 出 381,269,714

資 産 運 用 支 出 0

そ の 他 の 支 出 936,317,111

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 803,741,862

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 73,143,260,728

支 出 の 部 合 計 82,206,076,364

科　　　目 金　　　額

収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,169,308,000

手 数 料 収 入 286,360,000

寄 付 金 収 入 30,000,000

補 助 金 収 入 394,978,000

資 産 売 却 収 入 39,000,000

付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 464,339,000

受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 211,000

雑 収 入 　201,997,000

借 入 金 等 収 入 0

前 受 金 収 入 3,371,213,000

そ の 他 の 収 入 230,193,223

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,284,564,129

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 73,143,260,728

収 入 の 部 合 計 86,046,295,822

支
出
の
部

人 件 費 支 出 4,631,196,000

教 育 研 究 経 費 支 出 2,147,382,000

管 理 経 費 支 出 1,553,292,000

借 入 金 等 利 息 支 出 0

借 入 金 等 返 済 支 出 0

施 設 関 係 支 出 674,689,000

設 備 関 係 支 出 340,944,000

資 産 運 用 支 出 0

そ の 他 の 支 出 789,784,723

予 備 費 0

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 876,014,339

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 76,785,022,438

支 出 の 部 合 計 86,046,295,822

科　　　目 金　　　額

教
育
活
動
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,421,384,300

手 数 料 286,044,708

寄 付 金 69,814,549

経 常 費 等 補 助 金 388,358,863

付 随 事 業 収 入 655,053,123

雑 収 入 239,394,956

教 育 活 動 収 入 計 13,060,050,499

事 業 活 動 

支 出 の 部

人 件 費 4,624,570,461

教 育 研 究 経 費 3,441,492,503

管 理 経 費 1,630,348,971

徴 収 不 能 額 等 2,542,000

教 育 活 動 支 出 計 9,698,953,935

教 育 活 動 収 支 差 額 3,361,096,564

教
育
活
動
外
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

受 取 利 息 ・ 配 当 金 200,798

そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 0

教 育 活 動 外 収 入 計 200,798

事 業 活 動 

支 出 の 部

借 入 金 等 利 息 0

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 0

教 育 活 動 外 支 出 計 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 200,798

経 常 収 支 差 額 3,361,297,362

特
別
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

資 産 売 却 差 額 155,339

そ の 他 の 特 別 収 入 44,565,829

特 別 収 入 計 44,721,168

事 業 活 動 

支 出 の 部

資 産 処 分 差 額 11,740,989

そ の 他 の 特 別 支 出 0

特 別 支 出 計 11,740,989

特 別 収 支 差 額 32,980,179

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 3,394,277,541

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 648,474,354

当 年 度 収 支 差 額 2,745,803,187

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 17,989,402,372

基 本 金 取 崩 額 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 20,735,205,559

（参考）

事 業 活 動 収 入 計 13,104,972,465

事 業 活 動 支 出 計 9,710,694,924

科　　　目 金　　　額

教
育
活
動
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,169,308,000

手 数 料 286,360,000

寄 付 金 30,000,000

経 常 費 等 補 助 金 394,978,000

付 随 事 業 収 入 464,339,000

雑 収 入 201,997,000

教 育 活 動 収 入 計 12,546,982,000

事 業 活 動 

支 出 の 部

人 件 費 4,751,196,000

教 育 研 究 経 費 3,488,417,000

管 理 経 費 1,804,786,000

徴 収 不 能 額 等 0

教 育 活 動 支 出 計 10,044,399,000

教 育 活 動 収 支 差 額 2,502,583,000

教
育
活
動
外
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

受 取 利 息 ・ 配 当 金 211,000

そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 0

教 育 活 動 外 収 入 計 211,000

事 業 活 動 

支 出 の 部

借 入 金 等 利 息 0

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 0

教 育 活 動 外 支 出 計 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 211,000

経 常 収 支 差 額 2,502,794,000

特
別
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

資 産 売 却 差 額 0

そ の 他 の 特 別 収 入 0

特 別 収 入 計 0

事 業 活 動 

支 出 の 部

資 産 処 分 差 額 0

そ の 他 の 特 別 支 出 0

特 別 支 出 計 0

特 別 収 支 差 額 0

予 備 費 0

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 2,502,794,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,002,764,000

当 年 度 収 支 差 額 1,500,030,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 20,735,205,559

基 本 金 取 崩 額 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 22,235,235,559

（参考）

事 業 活 動 収 入 計 12,547,193,000

事 業 活 動 支 出 計 10,044,399,000

１． 平成 30 年度決算

単位：円

２． 令和元年度予算

① 資金収支計算書 ② 事業活動収支計算書

② 事業活動収支予算書① 資金収支予算書

予算 ・ 決算
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東
京
工
科
大
学
学
生
サ
ー
ク
ル
紹
介

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
は
、
も
の
づ
く
り
を
し

た
い
人
が
自
由
に
製
作
物
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
主
な
活
動
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
、
競
技

大
会
や
紅
華
祭
に
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
が
参
加
し
て
い
る
主
な
２

つ
の
競
技
大
会
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１

つ

目

は
、
「R

o
b
o
t C

o
m

p
e
titio

n
 

S
e
rie

s B
R

A
V

E

」
と
い
う
、
自
作
の
遠
隔
操

作
式
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
サ
バ
イ
バ
ル
形

式
の
ロ
ボ
ッ
ト
バ
ト
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

年
２
回
３
月
と
９
月
に
川
崎
市
で
行
わ
れ
て
お

り
、
参
加
者
の
ロ
ボ
ッ
ト
台
数
は
40
機
以
上
超

え
る
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
で
す
。

本
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
幅
広
く
参
加
し
て
お
り
、
他
の
ロ
ボ
ッ
ト
大

会
の
中
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
の
難
易
度
が
低

く
、
新
入
部
員
も
出
場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

上
級
生
は
自
作
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
製
作
し

た
り
な
ど
、
個
人
で
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
試

す
場
所
と
し
て
出
場
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

第
26
回
大
会
で
は
、
本
サ
ー
ク
ル
部
員
が
優
勝

し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
「
か
わ
さ
き
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大

会
」
と
い
う
脚
・
腕
機
構
を
持
つ
ラ
ジ
コ
ン
型

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
異
種
格
闘
技
戦
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
「R
o
b
o
t C

o
m

p
e
titio

n
 S

e
rie

s 

B
R

A
V

E

」
と
同
様
に
川
崎
市
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
年
１
回
８
月
下
旬
に
行
わ
れ
て
お
り
、

参
加
者
の
ロ
ボ
ッ
ト
台
数
は
２
０
０
機
以
上
超

え
る
大
規
模
な
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
で
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
部
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
通
し
て
健
康
的
な
身
体
を
作
り
、

春
と
秋
に
行
わ
れ
る
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
は
学
内
の
活
動

だ
け
で
は
な
く
て
、
学
外
の
試
合
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
関
東
学
生
ボ
ウ
リ
ン
グ

連
盟
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
こ
で
日
々
熱
き
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
競
技
ボ
ウ
リ
ン
グ
人
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み

方
が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
。

部
員
は
初
心
者
が
大
半
で
す
が
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
の
奥
の
深
さ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女

と
も
大
幅
に
上
達
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
一
緒
に
競
い
合
い
な
が
ら
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
体
育
館
１
階
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
！
！
！ 

見
学
や

仮
入
部
も
で
き
る
の
で
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。ボ

ウ
リ
ン
グ
部　

部
長

C
0
1
1
7
2
9
3　

望
月
詠
介

本
サ
ー
ク
ル
で
は
、
10
年
以
上
前
よ
り
参
加

し
て
お
り
、
第
25
回
大
会
で
は
、
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
の
魅
力
は
、
も
の
づ
く
り

が
好
き
な
人
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
た
い
人

が
自
由
に
製
作
で
き
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
も

の
づ
く
り
が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
は
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
部
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、個
人
で
ロ
ボ
ッ

ト
製
作
す
る
と
費
用
が
か
な
り
掛
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
機
材
・
材
料
な
ど
は
経
費
で
購
入
で

き
る
の
で
、
個
人
へ
の
負
担
が
少
な
い
こ
と
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
関
し
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
初

心
者
な
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
た
こ
と
が
な

い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ま
た
、
自
分
で
製
作

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
大
会
に
出
場
さ
せ
る
こ
と

で
、も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
が
実
感
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
他
の
サ
ー
ク
ル
と
違
い
、
製
作
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
を
就
職
活
動
に
も
生
か
せ
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
で
は
、
新
入
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
人
や

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方
が
い
ま
し
た

らT
w

itte
r

：@
T

U
T

_
R

O
B

O
K

E
N

E
m

a
il

：tu
t_

ro
b
o
k
e
n
@

g
m

a
il.c

o
m

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者

で
も
大
歓
迎
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部　

部
長

E
5
1
1
7
1
0
6　

山
口
恭
祐

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
部
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発　　行

発 行 月

監　　修

制　　作

写真提供

－編集後記ー

学報を大幅にリニューアルし、 保護者へ送付を始めて
から 10 冊に達したことを前号で書いた。 制作においても
ある程度の慣れと手順が経験として積み重なったおかげ
で、 最初の頃に比べるとクオリティに雲泥の差がでてきた
と感じている。

このままの手順で制作を続けていっても良かったのだ
が、 レベルを一つ上の段階にあげるためにも何か新しいこ
とに挑戦したいとずっと考えてきた。

そして今号ではずっと試してみたかった「右開き縦組み」
のレイアウトに挑んでみた。 いわゆる小説や新聞と同じ逆
N 字に読み進めるレイアウトだ。

学報も今号で 70 号に達したが、 恐らく今まで一度もこ
のレイアウトでの出版はなかったはずだ。 奇しくも本法人
が一昨年 70 周年に達した直後に学報も 70 号に達し、 そ
こで新しいチャレンジに挑めたというのはなにかの偶然だろ
うか。

毎回同じことを繰り返すだけの仕事は面白くない。 仕事
が面白くないと思うのであれば、 自分で面白くすればいい。
仕事を面白くするには、 目の前に現れた仕事の進め方や
内容に対して常に疑問に持ち、 自ら創造していくことでは
ないだろうか。

そうやって少しづつ創造と改善が繰り返され、 ブラッシュ
アップされていくことによって、より完成度の高い仕事になっ
ていくものだと考えている。

これからも多くの人のアドバイスをもとに、 まだまだ改善
すべき余地を多く残している学報を、 毎号改善していける
ように努力したい。

学校法人片柳学園　東京工科大学

2019 年 7 月

東京工科大学情報公開委員会

東京工科大学事務局業務課
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〒 192-0982 東京都八王子市片倉町 1404-1

〒 144-8535 東京都大田区西蒲田 5-23-22

☎ 042-637-2111 （代）

☎ 03-6424-2111 （代）
jm-kmgyoumu@stf.teu.ac.jp
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